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周
南
関
碓
詰
訓
伝
正
義
訳
注
（
三
）
（
岡
村
）

佳且

＊
本
訳
注
の
底
本
に
は
、
足
利
学
校
蔵
『
南
宋
刊
十
行
本
毛
詩
註
疏
』
第
一
巻
（
昭
和
四
八
年
、
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
後
援
会
影
印
）
を
用
い
た
。

関
関
誰
鳩
、
在
河
之
洲
゜

関
関
た
る
誰
鳩
は
、
河
の
洲
に
在
り
。

〔
毛
伝
〕
興
也
。
関
関
、
和
声
也
。
誰
鳩
、
王
誰
也
。
鳥
摯
而
有
別
。
水
中
可
居
者
日
洲
。
后
妃
説
楽
君
子
之
徳
、
無
不
和
諧
。
又
不

淫
其
色
、
慎
固
幽
深
、
若
関
碓
之
有
別
焉
。
然
後
可
以
風
化
天
下
、
夫
婦
有
別
。
（
夫
婦
有
別
）
則
父
子
親
。
父
子
親
、
則
君
臣
敬
゜

君
臣
敬
、
則
朝
廷
正
。
朝
廷
正
、
則
王
化
成
。

と
こ
ろ

興
な
り
。
「
関
関
」
は
和
声
な
り
。
「
誰
鳩
」
は
王
誰
な
り
。
鳥
、
摯
に
し
て
別
有
り
。
水
中
の
居
る
可
き
者
を
「
洲
」
と
日
ふ
。

后
妃
、
君
子
の
徳
に
説
楽
し
て
、
和
諧
せ
ざ
る
無
し
。
又
其
の
色
に
淫
せ
ず
、
慎
固
幽
深
、
「
関
雅
」
の
別
有
る
が
若
し
焉
。
然

る
後
、
以
て
天
下
を
風
化
し
、
夫
婦
に
別
有
ら
し
む
可
し
。
（
夫
婦
別
有
れ
ば
）
則
ち
父
子
親
た
り
。
父
子
親
た
れ
ば
、
則
ち
君

臣
敬
た
り
。
君
臣
敬
た
れ
ば
、
則
ち
朝
廷
正
し
。
朝
廷
正
し
け
れ
ば
、
則
ち
王
化
成
る
。

〔
鄭
箋
〕
摯
之
言
至
也
。
謂
王
誰
之
鳥
、
雌
雄
情
意
至
、
然
而
有
別
。

「
摯
」
の
言
た
る
至
な
り
。
王
唯
の
鳥
、
雌
雄
情
意
至
る
も
、
然
り
而
し
て
別
有
る
を
謂
ふ
。

関 周
南
関
雌
話
訓
伝
正
義
訳
注

（三）

岡

村

毎
示
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毛
伝
は
、

こ
の

「
附
鳩
」
と
い
う
鳥
は
、

「
（
夫
婦
の
）
情
愛
が
至
っ
て
深
く
、

雌
雄
の
間
で
情
愛
が
至
っ
て
深
い
け
れ
ど
も
、

こ
う
解
釈
し
て
い
る
|
ー
_
「
関
関
」

〔
正
義
〕

窃
究
淑
女
、
君
子
好
逮
゜

（
ク
ワ
ン
、
ク
ワ
ン
）
と
鳴
き
交
わ
し
て
、

そ
の
音
色
が
穏
や
か
で
見
事
な
も
の
は
、

〔
毛
伝
〕
窃
究
、
幽
間
也
。
淑
、
善
。
逮
、
匹
也
。
言
后
妃
有
関
眸
之
徳
、
是
幽
間
貞
専
之
善
女
、
宜
為
君
子
之
好
匹
゜

つ

れ

あ

ひ

こ

こ

「
窃
究
」
は
幽
間
な
り
。
「
淑
」
は
善
、
「
迷
」
は
匹
な
り
。
后
妃
に
「
関
唯
」
の
徳
有
れ
ば
、
是
に
幽
闊
貞
専
の
善
女
、
宜
し

く
君
子
の
好
匹
と
為
す
べ
き
を
言
ふ
。

(
2
)
 

〔
鄭
箋
〕
怨
網
日
仇
。
言
后
妃
之
徳
和
諧
、
則
幽
聞
処
深
宮
貞
専
之
善
女
、
能
為
君
子
和
好
衆
妾
之
怨
者
。
言
告
化
后
妃
之
徳
、
不
嫉

妬
。
謂
三
夫
人
以
下
。

怨
親
を
「
仇
」
と
日
ふ
。
后
妃
の
徳
和
諧
な
れ
ば
、
則
ち
幽
間
に
し
て
深
宮
に
処
る
貞
専
の
善
女
、
能
く
君
子
の
為
に
衆
妾
の
怨

む
者
を
和
好
す
る
を
言
ふ
。
皆
、
后
妃
の
徳
に
化
し
て
、
嫉
妬
せ
ざ
る
を
言
ふ
。
三
夫
人
以
下
を
謂
ふ
。

「
関
関
」
よ
り
「
好
込
」
ま
で
。

「
雅
鳩
」
（
み
さ
ご
）
で
あ
る
。

雌
雄
の
け
じ
め
を
つ
け
る
能
力
が
あ
っ
て
、
「
河
」
中
の
「
洲
」
（
中
洲
）
に
引
き
下
が
り
、

ベ
タ
ベ
タ
し
た
り
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
（
こ
の
詩
は
、
か
か
る
「
誰
鳩
」
の
性
質
・
行
動
を
）
借
り
て
、

性
質
・
行
動
も
円
満
で
穏
や
か
な
女
性
は
、
后
妃
で
あ
り
、

つ
れ
あ
い
の
仲
を
よ
い
こ
と
に
し
て
（
相
手
に
）

こ
の
后
妃
は
、
夫
君
に
満
足
し
て
幸
福
感
に
ひ
た
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
で
も
な
お
自
分
の
情
欲
に
お
ぽ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
だ
け
の
自
制
心
が
あ
っ
て
、
奥
深
い
後
宮
の
中
に
引
き
下
が
り
、
じ
ゃ
ら
じ
ゃ

ら
と
気
安
く
し
て
（
夫
君
を
）
お
ろ
そ
か
に
し
た
り
は
し
て
い
な
い
」
こ
と
を
「
興
」
（
隠
喩
）
し
た
の
で
あ
る
。

后
妃
は
、

か
か
る
婦
徳
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
で
も
な
お
自
分
で

そ
の
上
や
き
も
ち
も
や
か
ず
に
、
善
良
な
女
性
を
見
つ
け
て
夫
君
に
あ
て
が

窃
宛
た
る
淑
女
は
、
君
子
の
好
述
。
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周
南
関
唯
詰
訓
伝
正
義
訳
注
（
三
）
（
岡
村
）

（
河
北
省
・
遼
寧
省
）
の
人
、
之
れ
を
「
鷲
」
と
謂
ふ
。

と
言
い
、
陸
機
（
三
国
呉
の
人
）
の
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
』
（
巻
下
）
に
は
、

し

あ

ら

鵡

（

と

び

）

目

上

に

骨

露

は

る

。

雌
鳩
、
大
小
あ
り
。

好
み
て
江
辺
（
江
岸
）
．
祉
中
（
中
洲
）
に
在
り
。
亦
た
魚
を
食
ふ
。

幽
州

〇
毛
伝
の
「
関
関
」
よ
り
「
王
化
成
」
ま
で
。

『
爾
雅
』
釈
話
に
「
関
関
・
薙
苑
と
は
、
音
声
の
和
す
る
な
り
」
と
あ
る
。

こ
れ
が
「
関
関
」
を
「
和
声
な
り
」
と
解
釈
し
た
根
拠
で
あ
る
。

『
爾
雅
』

釈
鳥
の
文
で
あ
る
。

そ
の
郭
瑛
（
二
七
六
ー
三
二
四
）
の
注
に
は
、

鴫
（
わ
し
）
の
類
な
り
。
今
、
江
東
、
之
れ
を
呼
ん
で
「
顎
」
（
み
さ
ご
）
と
為
す
。

の
如
し
。
深
目
。

毛
伝
の
「
碓
鳩
は
、
王
唯
な
り
」
と
い
う
解
釈
は
、

〔
正
義
〕

誰

鳩

（清，徐鼎『毛詩名物図説』より）

さ
せ
幸
福
感
に
ひ
た
ら
せ
た
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

ひ
っ
そ
り
と
物
静
か
に
、

子
」
（
夫
君
）
の
「
好
」
ま
し
い
相
手
と
な
る
に
「
宜
」
わ
し
い
の
で
あ
る
。

后
妃
が
（
こ
の
女
性
に
）
や
き
も
ち
を
や
か
ず
、
（
こ
の
女
性
と
）
共
に
夫
君
に
仕
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
、

「
宜
」
わ
し
い
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。

0
鄭
箋
は
、

そ
れ
で
（
『
毛
伝
』
は
）

そ
の
解
釈
は
1

奥
床
し
く
物
静
か
な
善
女
と

た
だ
（
こ
の
一
章
の
）
下
二
旬
に
つ
い
て
だ
け
異
説
を
出
し
て
い
る
。

は
、
（
後
宮
上
層
部
の
）
三
夫
人
・
九
嬢
を
指
し
て
い
る
。
（
彼
女
た
ち
は
）
「
后
妃
（
の
徳
）
に
感
化
さ
れ
た
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
や
き
も
ち

も
や
か
な
か
っ
た
」
。
そ
れ
で
、
「
君
子
」
文
王
の
た
め
に
、
「
衆
妾
中
の
不
平
分
子
を
融
和
さ
せ
て
」
、
後
宮
す
べ
て
の
女
性
た
ち
を
満
足

お
う
と
念
願
し
て
い
た
。

だ
か
ら
、

奥
深
い
閑
静
な
後
宮
に
住
ま
う
（
お
目
当
て
の
）
貞
節
な
善
女
は
、

「君

25 



r
爾
雅
』
釈
水
に
は
、

さ
ら
に
、

と
言
っ
た
の
で
あ
り
、

け
の
自
制
心
が
あ
る
」
こ
と
を
「
興
」

と
あ
る
。
だ
の
に
、
揚
雄
（
前
五
―
―
-
_
―
八
）
・
許
慎
(
-
―

-
0ー
―
二
四
）
は
、

(
6
)
 

り
尾
の
上
が
白
い
。

『
定
本
』
（
貞
観
四
年
、
顔
師
古
奉
勅
校
）

間
で
、

い
ず
れ
も
「
白
鶯
」
と
言
っ
て
い
る
。
（
白
鶯
は
）
鷹
に
似
て
お

愛
情
が
最
高
に
深
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
な
お
雌
雄
の
け
じ
め
を
つ
け
る
能
力
が
あ
る
、

（
こ
の
鳥
の
性
能
を
）
借
り
て
、
「
后
妃
が
夫
君
に
満
足
し
て
幸
福
感
に
ひ
た
り
、
愛
情
は
深
く
と
も
、

（
隠
喩
）
し
た
の
だ
。

（
と
こ
ろ
で
）
毛
伝
が

「
至
」
（
最
高
）
と
い
う
意
味
で
用
い
た
の
だ
。
だ
か
ら
、
鄭
箋
に
は
、

「
摯
」
の
言
た
る
至
な
り
。
王
誰
の
鳥
、
雌
雄
情
意
至
る
も
、
然
り
而
し
て
別
有
り
。

（
こ
の
鄭
玄
の
解
釈
は
）
毛
伝
の
真
意
を
敷
術
充
足
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

0

0

 

四
字
を
）
「
雖
鳩
、
王
誰
之
鳥
」
（
「
誰
鳩
」
は
、
王
誰
の
鳥
な
り
）
と
書
い
て
い
る
の
は
、
誤
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ

(
7
)

毛
伝
に
所
謂
「
水
中
の
居
る
可
き
者
を
洲
と
日
ふ
」
は
、
「
爾
雅
』
釈
水
の
文
で
あ
る
。

四
方
に
は
皆
水
有
り
。
中
央
の
み
独
り
居
る
可
し
。
（
侠
文
）

と
言
う
。小

洲
を
「
渚
」
と
日
ひ
、
小
渚
を
「
祉
」
と
日
ひ
、
小
祉
を
「
抵
」
と
日
ふ
。

と
言
う
。
『
詩
』
召
南
「
江
有
氾
」
に
所
謂
「
江
に
渚
有
り
」
の
毛
伝
に
「
渚
は
、
小
洲
な
り
」
と
言
い
、
秦
風
「
兼
蔑
」
の
毛
伝
、
邸

風
「
谷
風
」
の
鄭
箋
に
、
い
ず
れ
も
「
小
渚
を
祉
と
日
ふ
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
す
べ
て
『
爾
雅
」
釈
水
の
文
に
依
拠
し
て
解
釈
を
施

し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
召
南
「
采
紫
」
の
毛
伝
に
「
祉
は
、
渚
な
り
」
と
言
い
、
大
雅
「
廃
鷲
」
の
毛
伝
に
「
渚
は
、
祉
な
り
」
と
言

っ
て
い
る
の
は
、
（
「
渚
」
と
「
祉
」
の
）
両
者
を
相
互
に
解
釈
し
合
っ
て
読
者
に
わ
か
り
や
す
く
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
秦
風
「
葉
衷
」

そ
の
李
巡
（
後
漢
末
の
人
）
の
注
に
は
、

な
お
、

俗
本
が

「
摯
」
字
に
作
っ
て
い
る
の
は
、

実
は
（
同
音
の
）

（
「
誰
鳩
、
王
雌
」

な
お
そ
の
情
欲
に
お
ぽ
れ
な
い
だ

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

だ
か
ら
、

の
毛
伝
に
所
謂
「
鳥
、
摯
而
有
別
」
（
鳥
、
摯
に
し
て
別
有
り
）
と
は
、

衆
鳥
の
う
ち
、

雌
雄
の
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周
南
関
誰
詰
訓
伝
正
義
訳
注
（
三
）
（
岡
村
）

(
8
)
 

の
毛
伝
に
は
、
ま
た
「
抵
は
、
小
渚
な
り
」
と
言
っ
て
、
（
『
爾
雅
』
釈
水
の
文
の
よ
う
に
）
「
（
抵
は
）
小
祉
な
り
」
と
解
釈
し
な
か
っ
た
の
は
、

「
祉
」
と
「
渚
」
と
は
大
小
名
称
を
異
に
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
「
抵
」
も
（
「
祉
」
と
同
様
に
）
「
渚
」
よ
り
小
さ
い
の
で
、

を
取
り
上
げ
て
こ
れ
を
解
釈
し
た
の
だ
。

「
和
諧
」
と
い
う
の
は
、
胸
中
が
和
ら
ぎ
楽
し
く
、
考
え
が
諧
適
（
穏
当
）
な
こ
と
で
あ
る
。

か
ら
、
「
和
諧
せ
ざ
る
無
し
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。

さ
ら
に
（
毛
伝
は
）
下
句
「
河
の
洲
に
在
り
」
を
比
喩
と
し
て
詠
じ
た
真
意
を
解
説
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

る
こ
と
は
、

后
妃
は
、
夫
君
に
満
足
し
て
幸
福
感
に
ひ
た
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、

と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
で
（
こ
の
一
句
を
）
用
い
て
そ
の
趣
意
に
「
興
」
え
た
の
で
あ
る
。

后
妃
の
徳
が
、

よ
く
上
述
の
ご
と
く
で
あ
り
得
て
こ
そ
、
「
は
じ
め
て
天
下
を
感
化
し
、

(
9
)
 

つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
。
「
夫
婦
に
け
じ
め
が
つ
く
」
な
ら
ば
、

が
親
愛
の
情
で
結
ば
れ
る
」
よ
う
に
な
れ
る
の
で
あ
る
。

人
柄
が
純
粋
に
な
り
子
供
も
孝
心
深
く
な
る
。

(10) 

孝
子
は
、
（
主
君
の
）
臣
下
と
な
れ
ば
必
ず
忠
心
が
厚
い
。
だ
か
ら

親
愛
の
情
で
結
ば
れ
る
と
、
君
臣
も
敬
愛
の
情
で
結
ば
れ
る
」
の
で
あ
り
、
「
君
臣
が
し
っ
か
り
と
敬
愛
の
情
で
結
ば
れ
た
」
な
ら
ば
、

(11) 

「
朝
廷
は
お
の
ず
か
ら
厳
正
と
な
る
。
」
「
朝
廷
が
充
分
に
厳
正
と
な
る
」
な
ら
ば
、
天
下
に
は
非
礼
を
犯
す
こ
と
が
な
く
な
る
。
だ
か
ら

「
天
子
の
徳
化
が
成
就
で
き
る
」
の
で
あ
る
。

〇
毛
伝
の
「
窃
究
」
よ
り
「
好
匹
」
ま
で
。

「
父
子
が

だ
か
ら

「
父
子

（
天
下
の
）
夫
婦
に
（
夫
と
妻
と
の
）
け
じ
め
を

そ
し
て
、

事
ご
と
に
い
つ
で
も
そ
う
だ

「
渚
」
の
方

（
作
者
が
）
言
わ
ん
と
す

そ
の
情
欲
に
お
ぽ
れ
ず
、
本
質
的
に
つ
つ
し
み
深
く
堅
い
節

操
が
あ
っ
て
、
ひ
っ
そ
り
と
静
か
な
大
奥
の
御
殿
の
中
に
住
ま
い
、
む
や
み
に
は
夫
君
に
猥
り
が
わ
し
く
し
な
い
こ
と
、
あ
た
か
も

雅
鳩
が
（
雌
雄
の
）
け
じ
め
を
つ
け
て
い
る
よ
う
だ
。
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「
-
―
―
夫
人
以
下
」
と
言
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

の
で
あ
り
、
「
三
夫
人
以
下
」
と
は
、
た
だ
九
嬢
ま
で
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

(16
、

妾
」
の
鼻
の
高
い
女
性
た
ち
を
「
和
好
」
（
仲
よ
く
）
さ
せ
る
の
だ
か
ら
、

〔
正
義
〕

下
文
の

（
「
参
差
秤
菜
、
左
右
流
之
」
の
）
鄭
箋
で
は

そ
の
一
―
―
夫
人
・
九
嫁
中
の
「
淑
女
」
が
「
衆

そ
れ
で
（
「
淑
女
」
と
は
）
た
だ
九
嬢
以
上
だ
け
を
指
し
た
の
で

「
九
蹟
以
下
」

と
は
、

「
衆
妾
」

「
三
夫
人
・
九
嬢
以
下
」

と
注
し
て
い
る
の
に
、

意
味
し
て
い
る
わ
け
な
の
で
あ
る
。

宜
し
く
君
子
の
好
匹
と
為
す
べ
し
」
と
言
っ
た
の
は

后
妃

あ
る
。

「
窃
究
」
と
は
、
「
淑
女
」
（
善
女
）
の
住
ん
で
い
る
後
宮
が
、
そ
の
状
態
の
奥
深
く
ひ
っ
そ
り
し
て
い
る
さ
ま
を
言
う
。

(12) 

ら
鄭
箋
が
「
奥
深
く
静
か
な
深
宮
」
と
解
釈
し
た
の
は
、
正
し
い
の
で
あ
る
。

こ
と
で
あ
る
の
が
妥
当
だ
か
ら
、

そ
れ
で
「
幽
間
」
と
解
釈
し
、
そ
の
居
処
が
奥
深
く
て
閑
静
な
こ
と
を
言
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
揚

雄
（
前
五
三
＇
ー
一
八
）
が
「
善
心
を
窃
と
為
し
、
善
容
を
窓
と
為
す
」
（
『
方
言
』
巻
二
）
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
誤
り
で
あ
る
。

つ

れ

あ

い

つ

れ

あ

ひ

毛
伝
「
逮
は
、
匹
な
り
」
は
、
『
爾
雅
』
釈
話
（
上
）
の
文
。
そ
の
孫
炎
（
三
国
、
魏
の
人
）
の
注
に
は
、
「
相
求
む
る
の
匹
な
り
」
と

言
う
。
『
詩
』
は
元
来
「
述
」
字
に
作
っ
て
い
た
が
、
『
爾
雅
』
は
専
ら
「
仇
」
字
に
作
っ
て
い
る
。
文
字
は
異
な
る
が
音
・
義
は
同
じ
で

こ
こ

ま
た
毛
伝
が
、
「
后
妃
に
関
唯
の
徳
有
れ
ば
、
是
に
幽
間
貞
専
の
善
女
、

に
「
賢
女
を
思
む
」
と
い
う
真
心
が
あ
る
こ
と
を
賛
美
し
て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
、

と
言
っ
た
の
だ
。

（
「
幽
間
貞
専
の
善
女
」
と
）
説
明
し
て
、
概
括
的
に
「
（
か
か
る
宮
女
こ
そ
）
さ
が
し
求
め
て
夫
君
の
好
ま
し
い
相
手
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
」

(15) 

だ
と
す
れ
ば
、
概
括
的
に
「
（
王
宮
の
女
官
）
百
二
十
人
全
部
が
（
后
妃
の
善
女
選
出
の
対
象
範
囲
に
入
っ
て
い
る
）
」
こ
と
を

0
鄭
箋
の
「
不
嫉
」
よ
り
「
以
下
」
ま
で
。

さ
が
し
求
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
賢
女
の
生
活
態
度
を

こ
こ
で
は
あ
っ
さ
り

（
世
婦
・
御
妻
）
を
総
括
し
て
言
っ
た

気
づ
い
た
理
由
は
、
本
文
の
「
淑
女
」
が
す
で
に
美
称
で
あ
る
な
ら
ば
、

こ
の
「
窃
宛
」
は
（
「
淑
女
」
を
ほ
め
た
形
容
で
は
な
く
）
居
処
の

（
と
こ
ろ
て
）
毛
伝
が
こ
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
こ
と
に

〔
正
義
〕

だ
か
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周
南
関
雌
詰
訓
伝
正
義
訳
注
（
三
）
（
岡
村
）

わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
で
あ
っ
て
、

（
こ
の
世
婦
・
女
御
た
ち
が
）
「
怨
」
み
を
抱
く
場
合
が
あ
る
理
由
は
、
彼
女
ら
の
官
職
が
低
く
人
徳
も
小
さ
く
、

そ
れ
で
「
淑
女
」
が
彼
女
ら
を
「
和
好
」
（
仲
よ
く
）
さ
せ
る
の
だ
。

「
后
妃
」
が
円
満
で
穏
や
か
な
人
で
、

い
て
も
、
互
い
に
仲
よ
く
し
て
そ
の
徳
化
に
な
び
く
。
（
こ
れ
も
）
や
は
り
「
后
妃
の
徳
」
を
明
ら
か
に
す
る
素
材
現
象
で
あ
る
。

(18) 

こ
こ
（
下
文
の
鄭
箋
）
で
（
「
三
夫
人
・
九
嬢
以
下
」
）
百
二
十
人
と
言
っ
て
い
る
の
は
ー
ー
|
‘
周
南
は
「
王
者
の
風
」
だ
か
ら
、
（
『
礼
記
』
昏

義
篇
に
見
え
る
）
天
子
の
女
官
の
定
員
数
を
も
っ
て
仮
り
に
こ
れ
に
当
て
は
め
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
に
そ
っ
く
り
そ
の
通
り

人
）
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
文
王
が
諸
侯
と
な
っ
た
の
は
、
と
て
も
早
い
時
期
で
あ
る
。
（
そ
の
時
期
に
）

ど
う
し
て
最
初
た
っ
た
一
人
の
側
室
も
な
く
、
（
側
室
は
）
す
べ
て
「
后
妃
」
が
こ
れ
を
さ
が
し
求
め
て
来
る
の
を
待
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

の
み
な
ら
ず
、
百
二
十
人
と
い
う
女
官
の
定
員
数
は
、
周
代
の
礼
制
で
始
め
て
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
鄭
玄
は
『
礼
記
』
檀
弓
篇
（
上
）

の
注
に
お
い
て
、
こ
れ
を
（
歴
史
的
に
）
段
階
づ
け
、

帝
鬱
、
四
妃
を
立
つ
。
帝
党
、
焉
に
因
る
。
舜
は
、
（
祖
神
に
）
告
げ
ず
し
て
姿
り
、

よヽっ

正
妃
を
立
て
ず
。
夏
は
、
増
す
に
九
女
を
以
て

し
て
、
十
二
人
と
為
す
。
殷
は
則
ち
増
す
に
二
十
七
人
を
以
て
し
て
、
三
十
九
人
と
為
す
。
周
に
至
り
て
、
増
す
に
八
十
一
人
を
以

(19) 

て
し
て
百
二
十
人
と
為
す
。

闊
く
。 一

方
、
「
菜
を
求
め
る
」

い
る
。
だ
か
ら
（
「
三
夫
人
」
と
）
合
わ
せ
て
「
九
嬢
以
下
」
と
言
い
、

も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

世
婦
・
女
御
、
数
（
員
数
）
を
言
は
ざ
る
者
は
、
君
子
（
王
）
、
色
に
荀
か
な
ら
ず
。

あ
る
。

（
女
官
）
百
二
十
人
全
部
を
総
括
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
（
世
婦
・
女
御
た
ち
は
）

よ
く
配
下
の
女
官
た
ち
を
徳
化
で
き
る
品
性
が
あ
る
の
を
見
て
、
た
と
え
若
干
の
不
平
は
持
っ
て

こ
こ
の
鄭
箋
に
所
謂
「
衆
妾
」
は
、
世
婦
・
女
御
の
こ
と
で
あ
る
。

（
百
二
十

「
怨
」
み
を
抱
か
な
い

ぁ

婦
徳
有
る
者
、
之
れ
に
充
つ
。
無
け
れ
ば
則
ち

『
周
礼
』
天
官
（
序
官
）
の
鄭
注
に
言

こ
と
（
「
参
差
若
菜
、
左
右
流
之
」
）

゜

に
つ
い
て
は
、
鄭
箋
は
「
皆
、

后
妃
の
事
を
楽
し
む
」
と
解
説
し
て
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注

(
1
)

原
文
に
は
、
こ
の
「
夫
婦
有
別
」
四
字
が
な
い
。
し
か
し
、
下
文
の
正
義
の
文
か
ら
逆
に
推
せ
ば
、
孔
穎
逹
ら
が
用
い
た
『
毛
伝
』
の
テ
キ
ス
ト

に
は
、
こ
の
四
字
が
あ
っ
た
こ
と
、
ほ
ぼ
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
説
は
注

(
9
)
に
見
え
る
。

(
2
)

鄭
玄
の
見
た
『
毛
詩
」
の
テ
キ
ス
ト
は
、
恐
ら
く
「
好
迷
」
を
「
好
仇
」
に
作
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
隋
の
陸
徳
明

『
経
典
釈
文
』
に
は
「
迷
、
…
本
亦
作
仇
。
音
同
。
」
と
あ
り
、
ま
た
『
後
漠
書
』
文
苑
伝
下
（
辺
譲
）
の
李
賢
注
、
『
文
選
』
の
何
晏
「
景
福
殿

賦
」
．
愁
康
「
琴
賦
」
・
同
「
贈
秀
才
入
軍
詩
」
（
第
一
首
）
等
の
李
善
注
は
、
い
ず
れ
も
『
毛
詩
」
を
引
い
て
、
「
君
子
好
仇
」
に
作
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

0
 
0
 
0
 
0
 

0
 
0
 
0
 
0
 

(
3
)

『
詩
』
大
序
に
言
う
、
「
関
雄
、
楽
得
淑
女
、
以
配
君
子
。
」

(
4
)

『
礼
記
』
昏
義
篇
に
言
う
、
「
古
者
、
天
子
后
、
立
六
宮
。
三
夫
人
・
九
嬢
・
ニ
十
七
世
婦
・
八
十
一
御
妻
。
以
聴
天
下
之
内
治
、
以
明
章
婦
順
。

故
天
下
、
内
和
而
家
理
。
」
夫
人
は
后
の
次
、
娘
は
夫
人
の
次
に
位
す
る
後
宮
の
女
官
。

(
5
)

こ
の
語
、
前
漠
の
揚
雄
の
『
方
言
』
に
は
見
え
ず
、
そ
の
本
づ
く
所
を
知
ら
な
い
。
た
だ
後
漢
の
許
慎
の
『
説
文
解
字
』
第
四
篇
（
鳥
部
）
に

は
、
「
翠
、
白
鷲
、
王
誰
也
。
」
と
言
う
。
（
詳
し
く
は
段
注
を
参
照
）

0
 
0
 

0
 
0
 
0
 

(
6
)

『
爾
雅
』
釈
鳥
「
楊
為
、
白
竪
」
の
郭
瑛
の
注
に
言
う
、
「
似
鷹
、
尾
上
白
。
」
ち
な
み
に
清
の
都
酪
行
『
繭
雅
義
疏
』
（
釈
烏
）
に
は
、
「
按
、
白

0

0

 

0
 
0
 
0
 

鷲
、
即
今
白
縞
子
、
似
雀
鷹

rfo大
、
尾
上
一
点
白
、
因
名
焉
」
と
言
う
。

(
7
)

『
朗
雅
』
釈
水
に
言
う
、
「
水
中
可
居
者
日
洲
。
小
洲
日
渚
、
小
渚
日
祉
、
小
祉
日
抵
。
人
所
為
、
為
涸
。
」

(
8
)

原
文
は
「
兼
蔑
伝
文
云
」
に
作
る
。
思
う
に
、
「
文
」
字
で
は
上
文
の
諸
例
と
記
載
法
が
そ
ろ
わ
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
、
山
井
鼎
（
一
六
八
〇

ー
一
七
二
八
）
は
、
そ
の
手
沢
の
閲
本
『
毛
詩
正
義
』
（
京
大
人
文
科
学
研
究
所
蔵
）
巻
一
に
書
き
入
れ
し
て
「
文
、
恐
又
字
」
と
言
う
。
宜
し
く

従
う
べ
き
で
あ
る
。
「
又
」
は
、
「
さ
ら
に
一
方
で
」
の
意
。

以
上
の
三
旬
、
正
義
の
原
文
は
、
次
の
ご
と
く
作
る
。

0
 
0
 
0
 
0
 

然
後
可
以
風
化
天
下
、
使
夫
婦
有
別
。
夫
婦
有
別
、
則
性
純
子
孝
。
故
能
父
子
親
也
。

．．．．．． 

0

0

 

一
方
、
こ
の
正
義
の
文
に
対
応
す
る
現
行
の
毛
伝
の
文
を
示
せ
ば
、

(
9
)
 

と
言
う
。

つ
ま
り
（
文
王
が
在
世
中
の
）
殷
と
い
う
時
代
に
あ
っ
て
は
、

文
王
が
諸
侯
（
王
季
）
の
嗣
子
で
あ
っ
た
時
期
な
ら
、
ど
う
し
て
百
二
十
人
も
持
て
る
だ
ろ
う
か
。

（
女
官
の
員
数
は
）
た
っ
た
三
十
九
人
で
あ
っ
た
の
だ
。

ま
し
て
や
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周
南
関
誰
詰
訓
伝
正
義
訳
注
（
三
）
（
岡
村
）

然
後
可
以
風
化
天
下
。
夫
婦
有
別
、
則
父
子
親
。
…
・
:

0
 
0
 

0
 
0
 

に
作
る
。
思
う
に
、
右
に
あ
げ
た
毛
伝
の
文
（
後
者
）
と
、
そ
れ
を
解
釈
し
た
正
義
の
文
（
前
者
）
と
を
比
較
す
れ
ば
直
ち
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

孔
穎
達
ら
が
用
い
た
毛
伝
の
文
に
は
、
も
と
も
と
「
夫
婦
有
別
」
の
下
に
、
さ
ら
に
同
じ
「
夫
婦
有
別
」
四
字
が
入
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
な
け
れ
ば
、
正
義
の
訳
文
が
出
て
く
る
可
能
性
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
本
稿
底
本
の
足
利
本
『
毛
詩
正
義
』
の

毛
伝
を
見
る
と
、
「
夫
婦
有
別
」
の
下
に
、
さ
ら
に
毛
筆
で
「
夫
婦
有
別
」
四
字
を
補
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
わ
が
国
の
一
先
学
の
校
補
す
る
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
が
、
宜
し
く
従
う
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
四
字
が
脱
落
し
た
理
由
は
、
往
時
の
写
本
で
「
夫
ミ
婦
ミ
有
ミ
別
ミ
」
に
作
っ
て
い
た
の

が
、
伝
写
の
過
程
で
そ
の
踊
り
字
を
不
注
意
に
も
脱
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

(10)

「
孝
経
』
広
揚
名
章
に
言
う
、
「
子
日
、
君
子
之
事
親
、
孝
。
故
忠
可
移
於
君
。
」

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 

(11)

『
詩
』
周
南
「
麟
之
趾
」
序
に
言
う
、
「
関
誰
之
化
行
、
則
天
下
無
犯
非
礼
。
」

(12)

こ
の
鄭
箋
の
文
、
正
義
は
「
幽
間
深
宮
」
四
字
に
作
る
。
し
か
し
、
鄭
箋
そ
の
も
の
の
文
は
「
幽
間
処
深
宮
」
五
字
に
作
っ
て
い
て
、
「
処
」
一

字
が
多
い
。
思
う
に
、
正
義
の
上
文
か
ら
見
る
と
、
文
脈
上
こ
の
場
合
「
幽
間
深
宮
」
四
字
の
方
が
妥
当
で
あ
り
理
解
し
や
す
い
。
も
し
か
す
る
と

正
義
は
、
鄭
箋
の
「
処
」
を
動
詞
（
住
む
）
と
訓
じ
な
い
で
名
詞
（
居
処
）
と
解
し
、
「
幽
間
処
深
宮
」
五
字
を
「
幽
間
な
る
処
の
深
宮
」
と
読
ん

で
い
た
の
で
は
な
い
か
。
正
義
下
文
の
「
窃
宛
、
宜
為
居
処
」
は
、
そ
れ
を
暗
示
す
る
よ
う
で
あ
る
。

(13)

『
方
言
』
巻
二
に
は
「
美
状
為
宛
（
言
閑
都
也
）
…
・
・
・
美
心
為
効
（
言
幽
静
也
）
」
と
言
い
、
正
義
引
文
と
若
干
異
同
が
あ
る
。
な
お
、
隋
の
陸

徳
明
『
経
典
釈
文
』
巻
五
（
「
毛
詩
音
義
」
上
）
に
は
「
王
粛
云
、
善
心
日
窃
、
善
容
日
宛
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
魏
の
王
粛
『
毛
詩
注
』
の
文
は
、

正
義
の
『
方
言
』
引
文
と
相
近
い
。
恐
ら
く
王
粛
は
楊
雄
の
語
を
踏
襲
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
宋
の
馬
国
翰
編
『
玉
函
山
房
輯
侠
書
』
毛
詩
王
氏
注

に
見
え
る
馬
説
）

0
 
0
 
0
 

(14)

原
文
「
思
賢
」
。
「
関
雖
」
序
に
言
う
、
「
関
唯
、
楽
得
淑
女
、
以
配
君
子
。
憂
在
進
賢
。
不
淫
其
色
、
哀
窃
宛
、
思
賢
オ
、
而
無
傷
善
之
心
焉
。

是
関
誰
之
義
也
。
」

(15)

注

(
4
)
の
『
礼
記
』
昏
義
篇
の
文
を
参
照
。

(16)

こ
の
語
、
原
文
は
「
衆
妾
掠
尊
者
」
に
作
る
。
「
懐
尊
」
と
い
う
語
は
、
い
ま
だ
そ
の
用
例
を
知
ら
な
い
が
、
恐
ら
く
「
自
尊
心
が
高
い
」
と
い

う
ほ
ど
の
当
時
の
俗
語
で
あ
ろ
う
。
考
を
侯
つ
。

(17)

こ
の
「
世
婦
・
女
御
」
の
標
目
四
字
、
元
来
の
鄭
注
に
は
な
い
。
恐
ら
く
孔
穎
達
等
が
引
用
す
る
際
、
そ
の
意
味
を
取
っ
て
経
文
の
女
官
名
を
鄭

注
の
首
に
冠
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

31 



0

0

0

0

 

(18)

「
詩
」
大
序
に
言
う
、
「
関
誰
．
鱗
趾
之
化
、
王
者
之
風
・
故
繋
之
周
公
。
」

(19)

こ
の
鄭
注
の
文
、
『
礼
記
』
檀
弓
篇
（
上
）
「
舜
葬
於
蒼
梧
之
野
。
蓋
三
妃
未
之
従
也
」
の
条
下
に
見
え
る
が
、
か
な
り
省
略
が
あ
る
。
今
参
考
ま

で
に
、
そ
の
原
文
の
必
要
部
分
を
示
せ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

0
 
0
 

0
 
0
 
0
 

0

0

 

0
 
O
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

0
 
0
 
0
 
0
 

帝
善
而
立
四
妃
突
。
・
:
．．． 
帝
党
因
焉
。
至
舜
不
告
而
取
、
不
立
正
妃
、
但
立
三
妃
而
已
。
謂
之

1

二
夫
人
。
…
…
夏
后
氏
、
増
以
三
三
而
九
、
合

0
 
0

0

 

0

0

 

0
 

0

0

 

0

0

 

0
 

0

0

0

0

0

 

0
 

0

0

0

 

十
二
人
。

．．．．．． 
以
虞
夏
及
周
制
差
之
、
則
殷
人
又
増
以
三
九
二
十
七
、
合
三
十
九
人
。
周
人
、
上
法
帝
善
立
正
妃
、
又
三
二
十
七
、
為
八
十
一

0
 

0

0

0

0

0

0

 

人
、
以
増
之
、
合
百
二
十
一
人
。
其
位
、
后
也
、
夫
人
也
、
嬢
也
、
世
婦
也
、
女
御
也
。
五
者
相
参
、
以
定
尊
卑
゜

な
お
、
正
義
の
文
中
「
鄭
、
於
檀
弓
差
之
」
の
「
差
之
」
二
字
も
、
右
の
鄭
注
の
中
の
用
語
を
ふ
ま
え
た
表
現
。

参
差
存
菜
、
左
右
流
之
。

t
l
)
 

〔
毛
伝
〕
若
、
接
余
也
。
流
、
求
也
。
后
妃
有
関
唯
之
徳
、
乃
能
共
若
菜
、
備
庶
物
、
以
事
宗
廟
也
。

そ
な

「
若
」
は
接
余
な
り
。
「
流
」
は
求
む
る
な
り
。
后
妃
、
「
関
誰
」
の
徳
有
れ
ば
、
乃
ち
能
く
若
菜
を
共
へ
、
庶
物
を
備
へ
て
、
以

て
宗
廟
に
事
ふ
る
な
り
。

〔
鄭
箋
〕
左
右
、
助
也
。
言
后
妃
将
共
若
菜
之
産
、
必
有
助
而
求
之
者
。
言
三
夫
人
九
嬢
以
下
、
皆
楽
后
妃
之
事
。

そ
な

「
左
右
」
は
助
く
る
な
り
。
后
妃
の
将
に
存
菜
の
産
を
共
へ
ん
と
す
れ
ば
、
必
ず
助
け
て
之
れ
を
求
む
る
者
有
る
を
言
ふ
。
三
夫

人
・
九
嬢
以
下
、
皆
后
妃
の
事
を
楽
し
む
を
言
ふ
。

窃
寃
淑
女
、
癌
痣
求
之
。

窃
寃
た
る
淑
女
は
、
瘤
森
に
之
れ
を
求
む
。

〔
毛
伝
〕
賭
、
覚
。
森
、
寝
也
。

「
瘤
」
は
覚
む
る
な
り
。
「
採
」
は
寝
ぬ
る
な
り
。

も
と

参
差
た
る
存
菜
は
、
左
右
し
て
之
れ
を
流
む
。
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の
注
解
） 〔

鄭
箋
〕
言
后
妃
覚
痣
、
則
常
求
此
賢
女
、
欲
与
之
共
己
職
也
。

お
の
れ

后
妃
覚
森
す
れ
ば
、
則
ち
常
に
此
の
賢
女
を
求
め
て
、
之
れ
と
己
の
職
を
共
に
せ
ん
と
欲
す
る
を
言
ふ
。

〔
正
義
〕
「
参
差
」
よ
り
「
求
之
」
ま
で
。

毛
伝
は
、
こ
う
解
釈
し
て
い
る
|
|
＇
后
妃
は
、

そ
の
品
性
が
円
満
で
穏
や
か
で
あ
る
以
上
、
后
妃
の
職
席
に
す
わ
る
資
格
が
充
分
に
あ

り
、
（
従
っ
て
）
当
然
「
存
菜
」
（
あ
さ
ざ
）
を
供
え
て
宗
廟
に
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
后
妃
は
、
「
こ
の
長
短
雑
然
と
し
て

不
揃
い
な
存
菜
は
、
側
室
た
ち
の
左
右
か
ら
の
援
助
を
待
っ
て
、
こ
れ
を
さ
が
し
求
め
よ
う
」
と
言
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
事
を
契

機
と
し
て
、
（
宮
女
全
体
の
中
か
ら
）
「
淑
女
」
を
さ
が
し
求
め
よ
う
と
念
願
し
た
の
で
あ
っ
て
、
「
奥
深
く
物
静
か
な
大
奥
に
住
ま
う
貞
節

(
8
)
 

な
善
女
」
は
、
后
妃
が
、
寝
て
い
る
時
も
目
覚
め
て
い
る
時
も
、
常
に
さ
が
し
求
め
つ
づ
け
た
わ
け
で
あ
る
。

0
鄭
箋
は
、
こ
う
解
釈
し
て
い
る
—
~
夫
人
・
九
嬢
が
、
や
き
も
ち
を
や
か
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
世
婦
・
女
御
ま
で
も
、
角

突
き
合
わ
せ
る
こ
と
が
な
く
、
上
下
の
女
官
が
満
足
し
て
幸
福
感
に
ひ
た
り
、
后
妃
の
徳
に
感
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
、
后
妃
が

こ
れ
か
ら
長
短
不
揃
い
な
存
菜
を
供
え
て
、
宗
廟
に
奉
仕
し
よ
う
と
す
る
時
に
は
、
側
室
た
ち
が
、
い
ず
れ
も
競
っ
て
后
妃
を
援
助
し
て

若
菜
を
さ
が
し
求
め
た
。

こ
の

鄭
箋
が
「
皆
后
妃
の
事
を
楽
し
む
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
す
で
に
上
文
で
（
三
夫
人
・
九
嬢
以
下
す
べ
て
の
女
官
が
）
楽
し
ん
で
后
妃
を

助
け
た
こ
と
を
説
明
し
て
き
た
の
で
、

ろ
う
と
願
っ
て
い
た
の
で
、

そ
う
し
た
最
後
に
、
逆
方
向
か
ら
そ
の
事
を
根
拠
づ
け
た
の
だ
。
（
以
上
、
「
参
差
存
菜
、
左
右
流
之
」

后
妃
が
現
在
（
こ
の
よ
う
に
側
室
た
ち
の
）
援
助
を
得
た
理
由
は
、
「
奥
深
く
閑
静
な
大
奥
に
い
る
善
女
」
が
ま
だ
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
時
、
后
妃
は
、
目
覚
め
て
い
る
時
で
も
寝
て
い
る
時
で
も
、
常
に
こ
れ
を
さ
が
し
求
め
て
、
彼
女
と
共
に
自
分
の
職
務
を
果
た
し
奉

そ
れ
で
か
か
る
援
助
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
（
以
上
、
「
窃
宛
淑
女
、
語
照
求
之
」
の
注
解
」

周
南
関
誰
詰
訓
伝
正
義
訳
注
（
三
）
（
岡
村
）
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『
爾
雅
』
釈
草
に
言
う
、

菩
は
、
接
余
な
り
。
其
の
葉
は
「
符
」
。

呉
の
陸
機
の
『
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
」
（
前
出
）
に
、

接
余
は
、
白
茎
、
葉
は
紫
赤
色
、
正
園
に
し
て
径
は
寸
余
。
浮
か
び
て
水
上

に
在
り
。
根
は
水
底
に
在
り
て
、
水
の
深
浅
と
等
し
。
大
き
さ
は
奴
の
股

の
如
く
、
上
青
く
下
白
し
。
其
の
白
茎
を
繋
し
、
苦
酒
（
酢
）
を
以
て
之
を

(4) 

浸
さ
ば
、
肥
美
に
し
て
酒
を
案
ず
可
し
。

と
言
う
の
が
、

そ
れ
で
あ
る
。
な
お
、
『
定
本
』

接
余
也
」
、
俗
本
で
は
「
存
」
字
の
下
に
「
菜
」
字
が
あ
る
が
、
術
字
で
あ
る
。

毛
伝
「
流
は
、
求
む
る
な
り
」
と
い
う
訓
詰
は
、
m
〖
雅
』
釈
言
の
文
で
あ
る
。

疏
菜
を
さ
が
し
求
め
た
事
を
述
べ
て
、
そ
の
事
で
后
妃
を
賛
美
し
た
理
由
は

ー
、
も
し
人
徳
が
円
満
穏
当
で
な
く
、
神
霊
の
思
し
召
し
に
適
わ
な
か
っ
た
な

ら
ば
、
「
宗
廟
に
奉
仕
す
る
資
格
」
は
な
い
が
、
現
に
后
妃
は
円
満
で
穏
や
か
な
人
で
あ
っ
て
、
「
関
誰
の
徳
を
そ
な
え
て
お
り
、
か
く
て

始
め
て
存
菜
を
供
え
、
も
ろ
も
ろ
の
品
物
を
用
意
し
て
、
宗
廟
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
か
ら
で
あ
る
。

思
う
に
、
「
周
礼
」
天
官
「
醸
人
」
の
条
に
は
、
「
四
豆
の
実
」
（
四
種
の
高
杯
に
盛
る
神
餓
の
名
）
を
数
多
く
並
べ
挙
げ
て
い
る
の
に
、

「
若
菜
」
が
入
っ
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、

て
、
当
時
の
祭
事
を
詩
に
詠
じ
た
の
で
、
「
存
菜
」
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
の
だ
。

（
そ
の
中
に
）

（
こ
の
「
関
誰
」
篇
は
、
周
代
の
礼
制
で
は
な
く
）
殷
の
時
代
の
礼
法
を
用
い

〔
正
義
〕

〇
毛
伝
の
「
存
接
」
よ
り
「
宗
廟
」
ま
で
。

（
顔
師
古
奉
勅
校
）
の
毛
伝
「
若
、

存

菜

（清，徐鼎 r毛詩名物図説」より）
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周
南
関
碓
詰
訓
伝
正
義
訳
注
（
三
）
（
岡
村
）

こ
の
章
で
始
め
て
（
存
菜
を
）
「
求
」

（
助
け
る
）
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。

す
を
示
す
な
り
。

め
て
い
る
の
は
、

ま
だ
宗
廟
を
祭
る
時
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
ち
な
み
に
）
そ
れ
を
さ
が

「
庶
物
を
備
ふ
」
と
言
っ
て
い
る
理
由
は
、
「
存
菜
」
も
や
は
り
「
庶
物
」
（
も
ろ
も
ろ
の
品
物
）
の
一
っ
だ
か
ら
で
あ
っ
て
、
現
に
「
后

妃
」
が
こ
と
ご
と
く
庶
物
を
用
意
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
『
礼
記
』
祭
統
篇
に
、

水
草
の
産
、
陸
産
の
醸
は
、
小
物
備
ふ
る
な
り
。
三
牲
の
俎
、
八
蓋
の
実
は
、
美
物
備
ふ
る
な
り
。
昆
虫
の
異
、
草
木
の
実
は
、
陰

陽
の
物
備
ふ
る
な
り
。
凡
そ
天
の
生
ず
る
所
、
地
の
長
ず
る
所
に
し
て
、
荀
も
薦
む
可
き
者
は
、
咸
く
在
ら
ざ
る
莫
し
。
物
を
尽
く

と
言
っ
て
い
る
の
は
、
祭
祀
に
は
必
ず
「
庶
物
を
備
へ
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
典
拠
で
あ
る
。

こ
の
「
関
誰
」
経
文
の
序
に
は
祭
祀
の
事
な
ど
言
っ
た
個
所
が
な
い
の
に
、
（
毛
伝
が
）
「
宗
廟
に
奉
仕
す
る
」

も
と

由
は
、
（
こ
の
詩
に
）
「
左
右
し
て
之
れ
を
流
む
」
と
言
っ
て
、
后
妃
が
存
菜
を
求
め
る
の
を
（
側
室
た
ち
が
）
助
け
て
い
る
か
ら
だ
。

こ
と
だ
と
わ
か
っ
た
理

こ
こ
の
（
后
妃
が
）
秤
菜
を
採
る
の
も
（
夫
人
が
「
繋
を
採
る
」
の
と
同
様
）
や
は
り

祭
祀
の
た
め
の
疏
菜
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
后
妃
（
の
よ
う
な
尊
い
身
分
の
人
）
が
手
づ
か
ら
摘
ん
だ
り
は
し
な
い
も
の
だ
。
召
南
「
采
紫
」

(
6
)
 

序
に
「
夫
人
、
祭
り
を
奉
ず
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、

祭
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

0
鄭
箋
の
「
左
右
」
よ
り
「
之
事
」
ま
で
。

卒
章
で
は

〔
正
義
〕
鄭
箋
の
「
左
右
は
、
助
く
る
な
り
」
と
い
う
訓
詰
は
、
『
爾
雅
』
釈
詰
（
下
）
の
文
で
あ
る
。

こ
の
章
で
は
、
ま
だ
存
菜
を
手
に
入
れ
て
い
な
い
の
で
、
（
后
妃
を
）
助
け
て
そ
れ
を
さ
が
し
求
め
た
の
だ
。

(
7
)
 

し
求
め
て
す
で
に
見
つ
か
っ
た
の
で
、
第
四
章
で
は
「
之
れ
を
采
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
だ
し
、
そ
れ
を
採
っ
て
す
で
に
手
に
入
れ
た
の

で

、

と

言

っ

て

い

る

の

だ

。

い

ず

れ

の

場

合

も

「

淑

女

」

が

后

妃

を

助

け

た

の

だ

か

ら

、

毎

章

「

左

右

」

「
之
れ
を
択
ぶ
」

だ
か
ら
鄭
箋
は

も
し

35 



と
あ
り
、

い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

后
妃
が
婦
徳
す
ぐ
れ
感
化
も
深
い
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、

（
九
濱
）
の
鄭
注
に
は
、

（
こ
れ
に
対
し
）
第
四
章
の
「
琴
惚
之
れ
を
友
と
す
」
、
卒
章
の
「
鍾
鼓
之
れ
を
楽

そ
な

だ
か
ら
鄭
箋
（
第
阻
章
）
に
「
存
菜
を
共
ふ
る
の
時
」
と
言

こ
こ
の
鄭
箋
に
「
（
淑
女
）
助
け
て
之
れ
を
求
む
」
と
言
う
の
は
、
ま
だ
祭
り
を
し
て
い
な
い
時
で
も
、

な
ぜ
な
ら
ば
、
『
周
礼
』
天
官
「
九
嬢
」
職
に
は
、

凡
そ
祭
祀
に
は
、
后
を
賛
け
て
豆
箋
を
薦
徹
す
。

と
あ
り
、
同
じ
く
「
世
婦
」
職
に
は
、

の

ぞ

っ

ら

祭
り
の
日
は
、
粒
み
て
女
官
の
具
を
陳
ぬ
。
凡
そ
内
羞
（
房
中
の
羞
膳
）
の
物
な
り
。

と
あ
り
、
同
じ
く
「
女
御
」
際
に
は
、

た
す

凡
そ
祭
記
に
は
、
世
婦
を
賛
く
。

（
ま
た
経
典
で
は
な
い
が
）
同
じ
く
天
官
「
序
官
」

(
8
)
 

夫
人
の
后
に
於
け
る
、
猶
ほ
三
公
の
王
に
於
け
る
が
ご
と
し
。
坐
し
て
（
后
妃
と
）
婦
礼
を
論
じ
、
官
職
の
事
無
し
。

と
あ
る
。

（
第
四
・
五
章
）
で
は
祭
祀
の
時
の
こ
と
を
述
べ
て
、

（
し
て
み
れ
ば
）
明
ら
か
に
祭
祀
の
時
に
は
（
三
夫
人
・
九
娯
・
世
婦
・
女
御
）
す
べ
て
が
参
加
し
て
い
た
の
だ
。

も
ん

cん

ど
の
章
に
も
す
べ
て
「
淑
女
」
と
い
う
文
言
が
入
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
明
ら
か

に
（
側
室
す
べ
て
か
、
祭
祀
の
前
で
も
）
后
妃
を
賛
助
し
て
い
た
こ
と
は
、
察
知
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
（
従
っ
て
）
こ
こ
の
鄭
箋
に
所
謂
「
九

嫁
以
下
」
と
は
、
世
婦
・
女
御
を
も
包
括
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

鄭
箋
で
「
皆
、
后
妃
の
事
を
楽
し
む
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、

仕
事
を
も
楽
し
ん
で
（
助
け
て
）
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
む
」
と
い
う
両
句
は
、

い
ず
れ
も
祭
っ
て
い
る
時
の
こ
と
を
意
味
す
る
。

0

そ
な

「
将
に
存
菜
を
共
へ
ん
と
す
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。

下
章

や
は
り
（
后
妃
を
）
賛
助
し
て

だ
か
ら
、

（
側
室
た
ち
が
）
后
妃
の
徳
に
感
化
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
さ
ら
に
后
妃
の
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周
南
関
碓
詰
訓
伝
正
義
訳
注
（
三
）
（
岡
村
）

こ
こ
に
所
謂
「
事
」
と
は
、
秤
菜
を
採
集
す
る
と
い
う
仕
事
の
こ
と
で
あ
る
。
仕
事
は
苦
し
い
務
め
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
な
お
こ
れ

を
楽
し
ん
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
し
て
や
后
妃
の
徳
に
浴
し
て
は
な
お
さ
ら
（
そ
れ
を
楽
し
む
こ
と
必
定
）
で
あ
る
。

注

(
1
)

「
共
」
字
に
つ
い
て
、
『
経
典
釈
文
』
は
「
共
、
音
恭
。
本
或
作
供
。
下
共
若
菜
、
並
同
」
と
言
う
。
「
共
」
は
「
供
」
と
音
義
同
じ
。

0
 
0
 
0
 

(
2
)

以
上
の
数
句
、
原
文
は
「
后
妃
言
、
此
参
差
然
不
斉
之
秤
菜
、

．．．．．． 
」
に
作
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
正
義
は
、
本
文
「
参
差
存
菜
、
左
右
流
之
」

二
句
を
后
妃
の
言
葉
と
解
し
て
い
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
が
、
同
様
の
用
例
は
、
例
え
ば
「
関
誰
」
第
四
章
「
窃
宛
淑
女
、
琴
悲
友
之
」
二
旬
の
正

0

0

0

 

義
に
も
、
「
此
称
后
妃
之
意
。
后
妃
言
、
己
思
此
淑
女
、
若
来
、
己
宜
以
琴
悲
友
楽
之
」
と
見
え
る
し
、
ま
た
周
南
「
葛
寧
」
の
「
言
告
師
氏
、
言

0

0

0

 

告
言
帰
」
云
々
の
正
義
に
も
「
后
妃
言
、
我
身
本
見
教
告
於
師
氏
、
•
•
…
•
」
と
あ
る
。

(
3
)

こ
の
一
語
、
第
一
章
「
窃
宛
淑
女
、
君
子
好
述
」
毛
伝
の
語
を
用
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
原
文
は
「
幽
間
貞
専
之
善
女
」
に
作
る
。
本
稿
の
こ
の

語
の
解
釈
は
、
文
脈
上
き
わ
め
て
不
自
然
な
ぎ
こ
ち
な
い
解
釈
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
第
一
章
（
前
出
）
の
毛
伝
「
窃
宛
、
幽
間
」
に
対
す

る
正
義
の
解
釈
に
忠
実
に
従
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
の
誤
釈
で
は
な
い
。
（
第
四
章
の
注

(
2
)
も
参
照
）

(
4
)

こ
の
文
、
意
味
不
明
な
用
語
が
若
干
あ
る
。
「
震
」
と
は
、
煮
て
ど
ろ
ど
ろ
に
す
る
こ
と
か
。
あ
る
い
は
、
浦
鐙
『
毛
詩
注
疏
正
誤
』
に
言
う
よ

う
に
、
「
緊
」
を
単
に
「
弼
隅
」
（
煮
る
）
の
誤
字
と
見
る
べ
き
か
（
玩
元
『
校
勘
記
」
引
）
。
ま
た
「
案
」
は
、
「
按
」
と
同
じ
く
、
（
酒
を
）
圧
倒
す

る
こ
と
か
。

「
肥
美
」
（
と
ろ
り
と
し
て
美
味
）
、
「
爾
雅
』
釈
草
「
菩
」
の
邪
疏
は
、
こ
の
文
を
引
い
て
「
脆
美
」
（
柔
か
く
て
美
味
）
に
作
る
。

(
5
)

「
四
豆
」
と
は
、
朝
事
之
豆
・
餓
食
の
豆
・
加
豆
・
羞
豆
の
四
者
を
言
う
。
い
ず
れ
も
祭
祀
の
際
に
用
い
る
高
杯
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
数
多
く
の

「
実
」
（
供
物
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
品
物
に
つ
い
て
は
、
『
周
礼
』
天
官
「
醸
人
」
の
条
を
見
よ
。

0

0

0

 

0
 
0
 

(
6
)

『
詩
』
召
南
「
采
繋
」
序
に
言
う
、
「
采
繋
、
夫
人
不
失
職
也
。
夫
人
可
以
奉
祭
祀
、
則
不
失
職
突
。
」

(
7
)

こ
の
一
旬
、
原
文
は
た
だ
「
既
得
」
二
字
に
作
る
。
今
、
試
み
に
、
こ
の
前
後
に
つ
づ
く
文
章
三
つ
を
抽
出
す
れ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

0

0

 

此
章
、
未
得
秤
菜
、
故
助
而
求
之
。
（
第
一
文
）

0

0

 

｛
□

口
既
得
、
故
四
章
論
「
采
之
」
。
（
第
二
文
）

采
之
既
得
、
故
卒
章
言
「
択
之
」
。
（
第
三
文
）

（
対
偶
）

0

0

こ
れ
を
見
れ
ば
直
ち
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
二
文
の
「
既
得
」
二
字
の
上
に
、
元
来
は
第
一
文
末
尾
の
「
求
之
」
二
字
が
、
も
う
一
度
繰
り
返
し

37 



悠
哉
悠
哉
、
輯
転
反
側
。

悠
ふ
か
な
悠
ふ
か
な
、
輯
転
反
側
す
。

て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
思
う
に
、
こ
の
部
分
は
元
来
「
求
ミ
之
ミ
」
と
作
っ
て
い
た
は
ず
だ
か
、
そ
の
二
つ
の
踊
り
字
か
、
伝
写

の
際
に
脱
落
し
た
の
で
あ
る
。
今
、
こ
の
「
求
之
」
二
字
を
補
っ
て
訳
す
。

0

0

 

(
8
)

こ
の
一
句
、
原
文
は
「
無
官
識
之
事
」
に
作
る
。
「
之
事
」
＿
一
字
、
現
行
『
周
礼
」
天
官
（
序
官
）
鄭
注
に
は
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
正
義

に
も
「
…
•
•
•
三
夫
人
亦
然
。
故
云
坐
而
論
礼
、
無
官
蔵
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
場
合
、
孔
穎
達
等
の
見
た
「
周
礼
』
鄭
注
に
も
「
之
事
」
ニ

0
 
0
 

字
が
な
か
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
も
し
か
す
る
と
、
本
章
正
義
下
文
に
引
く
『
毛
詩
」
鄭
箋
の
「
皆
楽
王
妃
之
事
」
に
渉
っ
て
こ
れ
を
術
し
た
か
。

〔
鄭
箋
〕
服
、
事
也
。
求
賢
女
而
不
得
。
覚
病
、
則
思
己
職
事
当
誰
与
共
之
乎
゜

と
も

お
の
れ

「
服
」
は
事
な
り
。
賢
女
を
求
む
る
も
得
ず
。
覚
病
す
れ
ば
、
則
ち
己
の
職
事
当
た
誰
と
与
に
之
れ
を
共
に
せ
ん
か
と
思
ふ
。

〔
毛
伝
〕
悠
、
思
也
。

「
悠
」
は
、
思
ふ
な
り
。

〔
鄭
箋
〕
思
之
哉
、
思
之
哉
、
言
己
誠
思
之
。
臥
而
不
周
日
輯
゜

お
の
れ

「
之
れ
を
思
ふ
か
な
、
之
れ
を
思
ふ
か
な
」
と
は
、
己
誠
に
之
れ
を
思
ふ
を
言
ふ
。
臥
し
て
周
せ
ざ
る
を
「
輯
」
と
日
ふ
。

〔
正
義
〕
「
求
之
」
よ
り
「
反
側
」
ま
で
。

〔
毛
伝
〕
服
、
思
之
也
。

「
服
」
は
、
之
れ
を
思
ふ
な
り
。

之
れ
を
求
め
て
得
ざ
れ
ば
、
語
麻
に
思
服
す
。

求
之
不
得
、
贈
窮
思
服
。
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は）

周
南
関
誰
詰
訓
伝
正
義
訳
注
(
-
―
-
）
（
岡
村
）

毛
伝
は
、

こ
う
解
釈
し
て
い
る
ー
|
‘
后
妃
は
、

胸
中
に
刻
み
つ
け
心
中
で
考
え
つ
づ
け
て
そ
の
賢
女
に
思
い
を
よ
せ
て
い
た
。

、、

（
詩
人
は
）
言
う
、
「
后
妃
は
、
な
ん
と
一
途
に
こ
の
淑
女
を
思
い
つ
づ
け
る
こ
と
よ
。
な
ん
と
一
途
に
こ
の
淑
女
を
思
い
つ
づ
け
る
こ
と
よ
。

后
妃
が
淑
女
に
思
い
こ
が
れ
て
い
る
時
は
、
ご
ろ
り
ご
ろ
り
と
寝
返
り
を
う
っ
て
は
、
ま
た
寝
返
り
を
繰
り
返
し
て
、
思
い
こ
が
れ
る
気

持
が
き
わ
め
て
深
刻
で
あ
る
」
と
。

0
鄭
箋
は
、

た
だ
「
服
」
を
「
事
」
（
職
務
）
と
解
釈
し
て
い
る
点
だ
け
が
相
違
し
、

が
覚
め
て
も
寝
床
に
つ
い
て
も
、
自
分
の
職
務
は
、
い
っ
た
い
誰
と
一
緒
に
協
力
し
た
も
の
か
と
思
案
す
る
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
の

他
は
（
毛
伝
と
）
同
じ
解
釈
で
あ
る
。

〇
毛
伝
の
「
服
、
思
之
也
」
。

(
2
)
 

〔
正
義
〕
魏
の
王
粛
(
-
九
五
ー
ニ
五
六
）
は
、
（
毛
伝
の
説
を
敷
術
し
て
）
「
（
「
服
」
は
）
之
れ
を
服
贋
思
念
す
」

(
3
)
 

対
し
て
）
鄭
箋
は
、
『
爾
雅
』
釈
詰
（
上
）
に
「
服
は
、
事
な
り
」
と
あ
る
し
、
も
と
も
と
（
后
妃
は
）
淑
女
を
求
め
る
こ
と
を
自
分
の
職
務

事
項
と
考
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、

0
鄭
箋
の
「
臥
而
不
周
日
輯
。
」

そ
れ
で
こ
の
毛
伝
の
説
を
改
め
た
の
で
あ
る
。

0

0

あ

し

た

お

(
4
)

〔
正
義
〕
『
尚
書
大
伝
』
に
、
「
帝
は
、
猶
ほ
反
側
し
て
晨
に
興
く
」
と
言
っ
て
い
る
。

「
寝
そ
べ
っ
て
、

き
ち
ん
と
し
て
い
な
い
」

こ
と
で
あ
る
。

「
輯
」
と
「
転
」
も
や
は
り
同
じ
意
味
で
あ
り
、
「
輯
」
「
転
」
共
に
「
寝
そ
べ
っ
て
（
寝
返
り
を
）

（
だ
の
に
）
鄭
箋
が
、
た
だ
「
誤
」
字
だ
け
を
「
一
回
転
し
な
い
」
こ
と
だ
と
解
釈
し
て
い
る
理
由
は
、

そ
の
「
輯
」
の
意
味
が
（
「
転
」

一
回
転
し
な
い
」
こ
と
な
の
で
あ
る
。

（
こ
の
よ
う
に
）
「
反
」
と
「
側
」
と
が
同
じ
意
味
で
あ
る
か
ら
に
は
、
」

だ
と
す
れ
ば
、
「
反
」
も
「
側
」
も
、

（
そ
の
意
味

と
解
し
て
い
る
。

て
い
る
時
も
寝
床
に
つ
い
た
時
も
、

そ
し
て
、

こ
の
賢
女
、

（
こ
れ
に 目

さ
ら
に

(
1
)
 

つ
ま
り
「
之
れ
」
を
さ
が
し
求
め
て
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
ら
、
目
覚
め

「
賢
女
を
さ
が
し
求
め
て
も
見
つ
か
ら
ず
、
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と

参
差
た
る
特
菜
は
、
左
右
し
て
之
れ
を
采
る
。

「
反
側
」
と
は
、

と
は
、
婉
転
（
ゆ
っ
く
り
ま
ろ
ぶ
）
と
い
う
ほ
ど

の
意
味
で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
も
回
り
動
く
動
作
で
あ
り
、
大
同
小
異
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
小
雅
「
何
人
斯
」
篇
（
「
此
の
好
歌
を
作
っ
て
、
以

0

0

 

て
反
側
を
極
む
」
）
の
鄭
箋
「
反
側
は
、
輯
転
な
り
」
は
、
正
解
な
の
で
あ
る
。

0

0

0

 

注

(
1
)

こ
の
文
、
原
又
は
「
后
妃
求
此
賢
女
之
不
得
」
に
作
る
。
こ
の
解
釈
表
現
は
、
恐
ら
く
「
関
誰
」
正
文
の
「
求
之
不
得
」
一
句
を
一
字
一
字
忠
実

、、

に
た
ど
ろ
う
と
し
た
結
果
の
表
現
で
あ
っ
て
、
す
ぐ
下
文
の
鄭
箋
に
対
す
る
正
義
に
所
謂
「
求
賢
女
而
不
得
」
と
は
、
文
意
に
若
干
の
ず
れ
が
あ
る

よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
文
中
の
「
之
」
は
、
た
だ
ち
に
「
而
」
（
接
続
詞
）
と
同
義
で
は
な
く
、
む
し
ろ
正
文
の
「
求
之
」
の
「
之
」
（
代
名

詞
）
を
提
示
利
用
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

(
2
)

侠
文
。
恐
ら
く
は
王
粛
『
毛
詩
江
」
―
-
＋
巻
の
文
。
こ
の
書
名
、
『
経
典
釈
文
』
序
録
・
『
隋
書
』
経
籍
志
・
両
盾
志
に
い
ず
れ
も
見
え
る
。
「
経

典
釈
文
』
序
録
に
言
う
、
「
魏
太
常
王
粛
、
更
述
毛
非
鄭
。
」

(
3
)

こ
の
文
、
原
文
は
「
築
、
以
釈
詰
文
服
事
也
」
に
作
る
。
こ
の
文
中
、
「
以
」
は
下
文
の
「
故
…
…
」
と
相
呼
応
す
る
語
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を

一
応
除
外
し
て
考
え
る
と
、
「
文
」
字
は
「
云
」
字
の
誤
写
か
と
疑
う
。
今
、
改
め
て
訳
す
。

0

0

0

0

 

0
 
0
 

(
4
)

こ
の
『
尚
苫
大
伝
』
の
文
、
『
文
選
』
陸
唾
「
新
刻
漏
銘
」
の
李
注
に
も
引
く
。
日
く
、
「
鹿
書
大
伝
日
、
帝
猶
反
側
辰
興
、
辟
四
門
来
仁
賢
。
」

参
差
芹
菜
、
左
右
采
之
。 反

覆
（
ひ
っ
く
り
か
え
る
）
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
り
、

こ
と
に
明
白
で
あ
る
。

る。

一
回
転
で
き
な
い
。

「
誤
転
」

と
）
は
っ
き
り
区
別
し
に
く
い
の
を
無
理
に
弁
別
し
て
、
（
「
報
」
が
）
「
転
」
と
異
な
る
意
味
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

ひ

0

0
 

陳
風
「
沢
餃
」
篇
に
、
「
輯
転
と
し
て
枕
に
伏
す
」

ま
な
の
で
（
寝
返
り
が
）

と
言
う
。
所
謂
「
枕
に
伏
す
」
と
い
う
状
態
は
、

だ
と
す
れ
ば
、

「
輯
」
「
転
」
も
共
に
同
じ
く
「
一
回
転
し
な
い
」

意
味
で
あ
る
こ
と
、

ま

身
体
が
う
つ
ぶ
せ
に
な
っ
た
ま
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周
南
関
誰
詰
訓
伝
正
義
訳
注
（
三
）
（
岡
村
）

た
い
と
願
う
の
は
、
親
愛
の
情
の
極
致
で
あ
る
。

〔
鄭
箋
〕
言
后
妃
既
得
秤
菜
、
必
有
助
而
采
之
者
。

后
妃
既
に
特
菜
を
得
れ
ば
、
必
ず
助
け
て
之
れ
を
采
る
者
有
る
を
言
ふ
。

窃
宛
淑
女
、
琴
葱
友
之
。

窃
宛
た
る
淑
女
は
、
琴
惚
も
て
之
れ
を
友
と
す
。

〔
毛
伝
〕
宜
以
琴
甕
友
楽
之
。

宜
し
く
琴
葱
を
以
て
之
れ
を
友
楽
す
べ
し
。

〔
鄭
箋
〕
同
志
為
友
。
言
賢
女
之
助
后
妃
、
共
存
菜
、
其
情
意
、

乃
与
琴
葱
之
志
同
。
共
存
菜
之
時
、
楽
必
作
。

そ
な

志
を
同
じ
く
す
る
を
「
友
」
と
為
す
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
賢
女
の
后
妃
を
助
け
て
、
若
菜
を
共
ふ
る
や
、
其
の
情
意
は
、
乃
ち
琴

お
こ

そ
な

恩
の
志
と
同
じ
。
存
菜
を
共
ふ
る
の
時
、
楽
は
必
ず
作
る
。

〔
正
義
〕
「
参
差
」
よ
り
「
友
之
」
ま
で
。

毛
伝
は
、
こ
う
解
釈
し
て
い
る
1

后
妃
は
、
（
「
参
差
存
菜
、
左
右
采
之
」
二
旬
で
）
自
分
が
淑
女
を
さ
が
し
求
め
て
い
る
意
図
を
理
由
づ

け
て
い
る
。
そ
の
（
后
妃
の
言
葉
の
）
意
味
は
、

た
ち
の
援
助
を
待
っ
て
そ
れ
を
摘
み
取
ろ
う
」

つ
め
、
も
し
や
っ
て
来
た
ら
、

琴
葱
で
彼
女
を

「
す
で
に
長
短
不
揃
い
に
入
り
乱
れ
た
存
菜
を
さ
が
し
当
て
た
か
ら
に
は
、

と
言
う
の
で
あ
る
。

左
右
の
側
室

だ
か
ら
（
こ
の
二
旬
が
）
淑
女
を
さ
が
し
求
め
る
理
由
な
の
で
あ

(
2
)
 

る
。
そ
れ
で
、
（
下
の
「
勁
究
淑
女
、
琴
愁
友
之
」
二
句
の
よ
う
に
）
こ
の
ひ
っ
そ
り
と
し
た
奥
深
く
も
の
静
か
な
後
宮
に
住
ま
う
善
女
を
思
い

「
友
」

と
し
且
つ
楽
し
ま
せ
よ
う
と
す
る
の
だ
。

0
鄭
箋
は
、
こ
う
解
釈
し
て
い
る
ー
|
！
后
妃
は
、
多
く
の
側
室
女
官
た
ち
を
感
化
し
、

ば
か
り
か
、
さ
ら
に
（
后
妃
を
）
助
け
て
そ
れ
を
摘
み
取
る
労
働
を
楽
し
ん
で
し
て
い
る
。

音
楽
を
用
意
し
て
そ
の
善
女
を
待
ち

そ
の
意
味
は
、

（
側
室
た
ち
は
）
す
で
に
行
菜
を
さ
が
し
当
て
た

長
短
入
り
乱
れ
た
特
菜
は
、
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意
を
先
取
り
し
た
の
で
も
あ
る
。

女」

だ
か
ら
、
若
菜
を
（
宗
廟
に
）
供
え
る
時
に
当
た
り
、

こ
の
「
琴
葱
」

も
ろ
も
ろ
の
側
室
女
官
た
ち
は
、

す
べ
て
（
后
妃
を
）

若
菜
を
摘
み
取
る
労
働
を
楽
し
ん
で
し
て
い
る
。

に
感
化
さ
れ
た
の
で
、
互
い
に
仲
よ
く
し
な
い
も
の
と
て
な
い
。

の
楽
を
奏
し
て
、
こ
の
「
窃
寃
た
る
淑
女
」
を
楽
し
ま
せ
る
の
だ
。
彼
女
た
ち
の
心
情
・
人
柄
が
和
や
か
で
、
上
も
下
も
互
い
に
仲
よ
く

(
5
)
 

し
て
い
る
様
子
は
、
琴
惑
の
演
奏
で
、
宮
商
（
ド
・
レ
・
ミ
）
の
音
階
が
互
い
に
調
和
し
合
っ
て
い
る
の
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
あ
た

か
も
（
人
び
と
が
）
琴
葱
と
「
友
」
（
一
体
）
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
こ
の
よ
う
に
）
若
菜
を
供
え
る
の
に
「
志
を
同
じ
く
す
る
」
の
で
、

「
琴
葱
も
て
之
れ
を
友
と
す
」
と
言
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

（
以
上
、
「
参
差
存
菜
、
左
右
采
之
」
の
注
解
）
ま
た
（
側
室
女
官
た
ち
は
）
す
で
に
后
妃
の
徳

〇
毛
伝
の
「
宜
以
琴
惑
友
楽
之
」
（
宜
し
く
琴
葱
を
以
て
之
れ
を
友
楽
す
べ
し
。
）

〔
正
義
〕
こ
こ
の
毛
伝
の
文
は
、
后
妃
の
意
向
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
后
妃
は
言
う
、

自
分
は
、
こ
の
「
淑
女
」
を
得
た
い
と
念
願
し
て
い
る
が
、
も
し
（
こ
の
「
淑
女
」
が
）
や
っ
て
来
た
ら
、
自
分
は
、
き
っ
と
「
琴

惑
」
を
も
っ
て
彼
女
を
「
友
」
と
し
且
つ
楽
し
ま
せ
る
つ
も
り
だ
。

「
友
」
と
言
っ
た
の
は
、
朋
友
に
対
す
る
よ
う
に
こ
の
淑
女
を
親
愛
す
る
か
ら
だ
。
下
文
第
五
章
の
毛
伝
に
「
徳
の
盛
ん
な
る
者
は
、

0

0

 

宜
し
く
鍾
鼓
の
楽
有
る
べ
し
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
第
四
章
の
毛
伝
と
互
い
に
相
補
い
合
う
表
現
法
で
あ
る
。

こ
れ
を
さ
が
し
求
め
て
す
で
に
さ
が
し
当
て
た
の
で
、

（
従
っ
て
）
「
淑

が
も
し
や
っ
て
来
た
ら
、
「
琴
葱
」
「
鍾
鼓
」
い
ず
れ
も
用
意
さ
れ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
第
四
章
の
毛
伝
は
、

0

0

 

（
第
五
章
に
所
謂
「
之
を
楽
し
む
」
と
）
合
わ
せ
て
「
之
れ
を
友
・
楽
す
」
と
言
っ
た
の
で
あ
り
、
同
時
に
、
あ
ら
か
じ
め
下
文
第
五
章
の
趣

楽
器
に
は
（
「
琴
琴
」
と
「
鍾
鼓
」
と
の
）
二
等
級
が
あ
る
の
で
、
（
こ
の
詩
は
）
そ
れ
ぞ
れ
第
四
章
と
第
五
章
と
に
こ
れ
を
分
配
し
て
作
詩

の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
琴
葱
」
は
楽
器
の
小
さ
な
も
の
な
の
で
、
先
に
こ
れ
を
言
っ
て
、
后
妃
の
む
つ
ま
じ
い
協
調

(
4
 

「
左
右
」
し
助
け
て
そ
の
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周
南
関
誰
詰
訓
伝
正
義
訳
注
（
三
）
（
岡
村
）

と
為
す
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。

「
琴
葱
」
と
「
鍾
鼓
」
と
は
、
共
に
同
じ
く
祭
祀
の
時
の
た
め
に
あ
る
。
し
か
し
、

「
之
れ
を
采
る
」
と
言
っ
た
の
で
、
（
小
規
模
な
）
「
琴
甕
」
の
楽
の
方
を
「
友
」

妃
の
宗
廟
祭
祀
を
助
け
る
と
い
う
）
志
の
一
致
し
て
い
る
こ
と
、

（
共
に
后
妃
を
助
け
る
音
楽
）
と
し
て
、

こ
の
「
友
」
字
を

。

（
供
物
を
整
え
る
前
段
階
と
し
て
）

人
の
朋
友
関
係
に
そ
っ
く
り
で
あ
る
。

だ
か
ら

毛
の
意
は
、

(
8
)
 

0
鄭
箋
の
「
同
志
為
友
」
（
志
を
同
じ
く
す
る
を
「
友
」
と
為
す
。
）

〔
正
義
〕
人
た
る
も
の
の
朋
友
は
、

志
を
固
く
守
っ
て
力
を
合
わ
せ
る
も
の
だ
。
今
、
「
淑
女
」

ほ
の
ぽ
の
と
和
ら
い
だ
様
子
は
、
「
琴
・
甕
」
が
音
色
を
び
っ
た
り
合
わ
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

（后

は
神
を
楽
し

ま
し
む
。
何
ぞ
「
友
楽
す
」
と
言
は
ん
や
。
豊
に
祭
時
の
楽
を
以
て
「
淑
女
」
を
「
友
楽
」
す
る
を
得
ん
や
。
此
れ
を
以
て
知
る
、

「
淑
女
」
の
未
だ
得
ざ
る
を
思
い
、
仮
設
す
る
の
辞
な
る
を
。

（
三
夫
人
・
九
嬢
）
が
や
っ
て
来
た
時
の

こ
の
「
淑
女
」
「
琴
甕
」
二
者
が

こ
の
第
四
章
で
は

「
志
を
同
じ
く
す
る
を
友

毛
氏
は
、
「
関
誰
」
篇
の
序
に
お
い
て

ぶ
り
を
表
現
し
た
の
で
あ
り
、

さ
」
を
顕
彰
し
た
の
だ
。

ま
た
「
鍾
鼓
」
は
楽
器
の
大
き
な
も
の
。

(
6
)
 

「
哀
」
字
を
当
て
字
と
し
て
本
字
に
読
み
か
え
て
は
い
な
い
。

だ
と
す
れ
ば
、

「
哀
窃
究
」
は
、
后
妃
が
不
遇
の
淑
女
に
同
情
し
て
い
る
意
味
だ
か
ら
）
こ
の
詩
篇
に
詠
出
さ
れ
た
内
容
は
、
「
淑
女
」
を
さ
が
し
求
め
よ
う
と
腐

心
し
な
が
ら
も
、
ま
だ
見
つ
け
出
し
て
い
な
い
時
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
も
し
見
つ
け
出
し
た
ら
、
（
そ
の
時
に
始
め
て
）
「
琴
葱
」
「
鍾
鼓
」

(
7
)
 

を
用
意
し
て
、
こ
の
「
淑
女
」
を
楽
し
ま
せ
る
の
だ
。
だ
か
ら
西
晋
の
孫
敏
は
、
毛
伝
の
説
を
祖
述
し
て
次
の
ご
と
く
言
う
、

「
淑
女
」
の
未
だ
得
ざ
る
を
思
ふ
。
「
礼
楽
を
以
て
之
れ
を
友
楽
す
」
と
は
、
是
れ
之
れ
を
思
ふ
も
未
だ
致
さ
ず
、
楽
は
「
淑
女
」

わ
け

の
為
に
設
く
る
な
り
。
祭
時
に
楽
を
設
け
し
に
非
ざ
る
を
知
る
者
は
、
若
し
祭
時
に
在
れ
ば
、
則
ち
楽
は
祭
り
の
為
に
設
く
。
何
ぞ

た
と

「
（
后
妃
の
）
徳
盛
ん
」
と
言
は
ん
や
。
設
へ
女
徳
盛
ん
な
ら
ざ
る
も
、

幾
に
祭
り
に
楽
無
か
ら
ん
や
。

又

「
琴
葱
」

そ
れ
で
卒
章
に
こ
れ
を
言
っ
て
、

后
妃
の

（
毛
序
に
所
謂

「
婦
徳
の
り
っ
ぱ
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韻
脚
に
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
卒
章
で
は
（
供
物
を
整
え
る
後
段
階
と
し
て
）
「
（
之
れ
を
）
茎
ぶ
」
と
言
っ
た
の
で
、
（
大
規
模
な
）
「
鍾
鼓
」
の

楽
の
方
を
「
楽
」

し
み
（
后
妃
を
助
け
る
楽
し
み
）
と
し
て
、

鼓
」
は
、
ど
ち
ら
も
同
じ
く
祭
祀
の
時
に
用
い
る
楽
器
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
分
け
て
二
等
級
に
し
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。

お
こ

こ
こ
（
第
四
章
）
の
鄭
箋
の
「
楽
は
必
ず
作
る
」
と
い
う
注
解
は
、
（
こ
の
章
の
「
琴
蕊
」
だ
け
で
は
な
く
）
下
文
（
卒
章
）
の
経
文
「
鍾
鼓
」

を
も
兼
ね
て
解
説
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
下
文
（
卒
章
）
の
鄭
箋
の
「
琴
葱
は
堂
に
在
り
」
と
い
う
注
解
も
同
様
に
、

経
文
に
所
謂
「
琴
癒
之
れ
を
友
と
す
」
を
取
り
入
れ
て
解
説
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
（
第
四
章
）
に
所
謂
「
琴
磐
之
れ
を
友
と
す
」
一
句
は
、
「
淑
女
」
た
ち
（
三
夫
人
・
九
嬢
）
が
「
琴
認
」
を
「
友
」

な
っ
て
后
妃
を
助
け
る
音
楽
）
と
し
た
こ
と
を
詠
じ
て
お
り
、
（
一
方
）
下
文
（
卒
章
）
に
所
謂
「
鍾
鼓
之
れ
を
楽
し
む
」

(10) 

供
え
る
時
に
、
「
鍾
鼓
」
の
楽
を
奏
し
た
こ
と
で
あ
る
。

合
わ
せ
て
演
奏
さ
れ
る
様
は
、

た
の
で
あ
り
、

ま
た
「
鍾
鼓
」
は
カ
ン
カ
ン
・
ト
ン
ト
ン
と
鳴
っ
て
、
人
の
心
情
に
比
ぶ
べ
く
も
な
い
。

こ
そ
融
け
合
わ
せ
、

（
楽
し
む
）
字
を
用
い
て
そ
の
事
を
詠
じ
た
の
で
あ
る
。

詠
ず
る
対
象
が
異
な
る
こ
と
に
因
っ
て
そ
の
表
現
を
も
変
化
さ
せ
た
の
だ
。

こ
こ
（
第
四
章
）
の

（
普
遍
的
な
）
「
楽
」

（
と
は
い
え
、
と
に
か
く
こ
の
二
句
は
）
祭
祀
の
時
「
淑
女
」
た
ち
が
、

し
か
も
寄
り
添
っ
て
祭
祀
の
音
楽
に
耳
を
傾
け
て
い
る
様
を
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

注

(
1
)

こ
の
文
、
原
文
は
「
后
妃
本
己
求
淑
女
之
意
」
に
作
る
。
「
本
」
は
、
根
拠
づ
け
る
、
理
由
づ
け
る
、
と
い
う
意
味
の
他
動
詞
。
か
か
る
用
例

は
、
す
で
に
上
文
第
二
章
の
正
義
に
も
、
「
既
言
楽
助
后
妃
、
然
後
倒
本
其
事
」
（
す
で
に
「
楽
し
ん
で
后
妃
を
助
け
た
」
こ
と
を
解
説
し
た
の
で
、

し
か
る
後
に
、
逆
方
向
か
ら
そ
の
事
を
根
拠
づ
け
た
の
だ
。
）
と
見
え
て
い
る
。

(
2
)

こ
の
句
、
原
文
は
「
此
処
窃
宛
然
幽
間
之
善
女
」
に
作
る
。
す
で
に
正
義
は
、
経
文
「
窃
究
淑
女
」
な
い
し
毛
伝
「
幽
間
貞
専
之
善
女
」
を
解
釈

0
 
0
 
0
 

0
 
0
 

し
て
「
窃
宛
然
処
幽
間
貞
専
之
善
女
」
と
言
う
（
第
一
章
）
。
ま
た
「
窟
究
」
だ
け
に
つ
い
て
は
、
正
義
は
「
効
宛
者
、
謂
淑
女
所
居
之
宮
、
形
状

あ
た
か
も
人
の
心
情
が
通
い
合
う
よ
う
だ
か
ら
、

そ
れ
で
（
特
に
）

だ
か
ら
、

そ
の
心
情
を

「
友
」
字
を
用
い
て
そ
の
事
を
詠
じ

っ
て
い
な
い
理
由
は
、

す
な
わ
ち
、
「
琴
・
葱
」
が
調
子
を

（
こ
の
よ
う
に
）
同
じ
く
「
淑
女
」

に
つ
い
て
詠
じ
た
二
文
が
同
様
な
表
現
に
な

一
句
は
、

存
菜
を

（
自
分
と
一
体
に

こ
の
「
楽
」
字
を
韻
脚
に
し
た
の
で
あ
る
。

（
い
ず
れ
に
せ
よ
）
「
琴
琴
」
「
鍾
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周
南
関
碓
詰
訓
伝
正
義
訳
注
（
三
）
（
岡
村
）

刻
究
然
」
と
解
釈
し
て
、
こ
れ
を
「
居
処
」
の
形
容
と
理
解
し
て
い
る
（
第
一
章
）
。
か
か
る
正
義
の
「
窃
宛
」
解
釈
は
、
恐
ら
く
鄭
箋
の
「
幽
間

0
 
0
 
0
 

処
深
宮
貞
専
之
善
女
」
と
い
う
訳
に
基
づ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
本
章
の
こ
の
正
義
に
所
謂
「
此
処
窃
宛
然
幽
間
之
善
女
」
の
意
味

は
、
「
此
の
窃
究
然
た
る
幽
間
に
処
る
の
善
女
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
此
処
」
二
字
を
一
語
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
「
窃
究
然
幽
間
」

は
、
毛
伝
に
「
究
究
、
幽
間
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
経
文
と
毛
伝
に
見
え
る
同
義
の
語
を
二
つ
重
ね
た
表
現
で
あ
っ
て
、
所
謂
「
文
選
読
み
」
の
解

釈
法
で
あ
る
。

(
3
)

以
上
、
原
文
は
「
后
妃
、
化
感
群
下
、
既
求
得
之
、
又
楽
助
采
之
」
に
作
る
。
思
う
に
、
「
既
求
得
之
、
又
楽
助
采
之
」
二
句
は
、
「
既
…
…
、
又

…
…
」
の
呼
応
表
現
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
一
連
の
ま
と
ま
っ
た
文
章
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
語
は
「
后
妃
」
で
は
な
く
て
「
群
下
」
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
す
で
に
第
二
章
「
参
差
秤
菜
、
左
右
流
之
」
の
鄭
注
に
、
「
言
三
夫
人
・
九
嫁
以
下
、
皆
楽
后
妃
之
事
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、

ま
た
上
記
の
正
義
原
文
に
も
「
楽
助
采
之
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
4
)

こ
の
語
、
原
文
は
「
左
右
助
」
に
作
る
。
鄭
箋
で
は
、
「
左
右
」
が
「
助
」
の
意
味
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
第
二
章
の
鄭
箋
に
「
左

右
、
助
也
」
と
見
え
て
い
る
。
こ
の
表
現
も
ま
た
、
注

(
2
)
の
場
合
と
同
様
な
「
文
選
読
み
」
。

0

0

 

0
 
0
 

(
5
)

こ
の
一
句
、
原
文
は
「
上
下
相
親
」
に
作
る
。
『
礼
記
』
経
解
篇
に
言
う
、
「
上
下
相
親
、
謂
之
仁
。
」

(
6
)

「
関
誰
」
序
に
言
う
、
「
是
以
関
誰
楽
得
淑
女
、
以
配
君
子
。
憂
在
進
賢
、
不
淫
其
色
、
哀
窃
宛
、
思
賢
オ
、
而
無
傷
善
之
心
焉
。
是
関
誰
之
義

也
。
」
こ
の
毛
序
に
所
謂
「
哀
」
に
つ
い
て
、
鄭
注
は
「
哀
、
蓋
字
之
誤
也
。
当
為
衷
。
衷
、
謂
中
心
恕
之
。
」
と
言
う
。
し
か
し
、
毛
氏
に
破
字
の

読
解
法
が
適
用
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
正
義
の
意
見
は
、
岡
村
繁
「
周
南
関
雌
詰
訓
伝
正
義
訳
注
（
二
）
」
（
昭
和
六
十
年
刊
、
九
州
大
学
文
学

部
『
文
学
研
究
』
第
八
二
輯
所
収
）
八
五
—
九
0
頁
を
参
照
。

(
7
)

隋
の
陸
徳
明
『
経
典
釈
文
』
叙
録
に
言
う
、
「
晋
予
州
刺
史
孫
敏
（
字
休
朗
。
北
海
平
昌
人
。
長
沙
太
守
）
為
『
詩
評
』
、
評
毛
・
鄭
・
王
粛
三
家

同
異
、
朋
於
王
。
徐
州
従
事
陳
統
（
字
元
方
）
、
難
孫
申
鄭
。
」
孫
敏
の
『
毛
詩
異
同
評
』
十
巻
は
、
『
経
典
釈
文
』
叙
録
・
『
隋
書
』
経
籍
志
・
両
唐

志
に
収
録
さ
れ
て
い
る
侠
害
。
孫
敏
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
未
詳
。

0
 
0
 
0
 
0
 

(
8
)

後
漢
の
許
慎
『
説
文
解
字
』
第
三
篇
（
又
部
）
に
言
う
、
「
友
、
同
志
為
友
。
従
二
又
相
交
。
」
そ
の
他
、
同
訓
は
経
伝
の
注
に
数
多
く
見
え
る
。

(
9
)

こ
の
主
格
一
句
、
原
文
に
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
主
格
一
旬
が
な
い
と
文
意
も
通
じ
な
い
し
、
文
章
構
造
も
整
わ
な
い
。
恐
ら
く
元
来
は
上
旬

の
「
此
云
琴
琵
友
之
」
六
字
が
更
に
も
う
一
度
繰
り
返
さ
れ
て
、
「
此
ミ
云
ミ
琴
ミ
琴
ミ
友
ミ
之
ミ
」
に
作
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
伝
写
の

際
に
そ
の
踊
り
字
が
す
べ
て
脱
落
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
主
格
一
旬
を
補
っ
て
、
始
め
て
文
意
が
通
ず
る
の
み
な
ら
ず
、
次
の
ご
と
く

文
章
構
造
も
明
確
に
な
る
。
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〔
鄭
箋
〕
后
妃
既
得
若
菜
、
必
有
助
而
択
之
者
。

毛
伝
の
「
華
、
択
也
。
」

〔
正
義
〕
『
爾
雅
』
釈
言
に
は
「
老
は
、
睾
な
り
」
と
あ
る
。
魏
の
孫
炎
は
（
こ
れ
に
注
し
て
）
「
皆
、
菜
を
択
ぶ
な
り
」
と
言
い
、
ま
た
某

氏
は
「
拳
は
、
猶
ほ
抜
く
が
ご
と
し
」
と
言
い
、
晋
の
郭
瑛
（
二
七
六
ー
三
二
四
）
は
「
菜
を
抜
取
す
る
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
。

0

(

s

 

思
う
に
、
（
『
爾
雅
』
釈
言
に
所
謂
）
「
奉
」
と
は
、
引
き
抜
く
と
い
う
意
味
だ
。
『
史
記
』
叔
孫
通
列
伝
に
所
謂
「
将
を
斬
り
旗
を
睾
く
」

、
、
、
、

は
引
き
抜
く
と
い
う
意
味
に
解
釈
さ
れ
て

と
は
、
敵
軍
の
旗
を
抜
き
取
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

え
ら

お
り
、
し
か
も
こ
こ
の
経
文
に
は
「
之
れ
を
老
ぶ
」
と
あ
る
。
だ
か
ら
、
（
こ
の
場
合
の
「
宅
」
は
）
菜
を
引
き
抜
い
て
そ
れ
を
選
択
す
る
意

(5) 

味
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

后
妃
既
に
秤
菜
を
得
れ
ば
、
必
ず
助
け
て
之
れ
を
択
ぶ
者
有
り
。

「
超
」
は
、
択
ぶ
な
り
。

え
ら

参
差
た
る
特
菜
は
、
左
右
し
て
之
れ
を
茎
ぶ
。

〔
毛
伝
〕
華
、
択
也
。

参
差
若
菜
、
左
右
華
之
。

（
こ
の
よ
う
に
）
「
華
」

｝
「
淑
女
」
二
文
不
同
者
、

．．．．．． 

此
云
「
琴
琴
友
之
」
、
言
淑
女
以
琴
葱
為
友
。

下
云
「
鍾
鼓
楽
之
」
、
供
存
菜
之
時
、
為
鍾
鼓
楽
。

0

0

 

(10)

こ
の
句
、
原
文
は
「
共
存
菜
之
事
」
に
作
る
。
思
う
に
、
「
事
」
字
で
は
文
意
が
落
ち
羞
か
な
い
。
今
、
卒
章
の
鄭
箋
「
共
若
菜
之
時
」
、
お
よ
び

。

こ
の
正
義
の
上
文
に
所
謂
「
当
共
秤
菜
之
時
」
に
従
っ
て
、
「
事
」
を
「
時
」
字
に
改
め
る
。
こ
の
両
字
は
音
が
相
近
い
。
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周
南
関
誰
詰
訓
伝
正
義
訳
注
（
三
）
（
岡
村
）

鄭
箋
の
「
琴
葱
」
よ
り
「
其
礼
」
ま
で
。

〔
正
義
〕
「
琴
葱
は
堂
（
表
座
敷
）
に
在
り
、
鍾
鼓
は
庭
（
堂
前
の
広
場
）
に
在
り
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
理
由
は
、
『
書
』
皐
陶
膜
（
今
文

の
篇
名
）
に
、

盛
ん
に
す
る
な
り
。

「
琴
惑
」
は
堂
に
在
り
、
「
鍾
鼓
」
は
庭
に
在
り
。

注
(
1
)
孫
炎
『
爾
雅
注
」
は
侠
書
。
こ
の
書
、
『
経
典
釈
文
』
叙
録
は
「
三
巻
」
と
言
い
、
『
隋
書
』
経
籍
志
は
「
七
巻
」
と
言
い
、
両
唐
志
は
「
六
巻
」

に
作
る
。

(
2
)

ち
な
み
に
、
清
の
馬
国
翰
輯
『
宝
函
山
房
輯
侠
書
』
（
爾
雅
類
）
は
、
こ
の
某
氏
注
の
文
を
後
漢
の
奨
光
の
注
に
編
入
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
編
入
理
由
は
未
詳
。

(
3
)

郭
瑛
の
こ
の
注
は
、
現
行
『
爾
雅
』
郭
注
に
見
え
る
。

0

0

 

0
 
0
 

0
 
0
 

(
4
)

『
史
記
」
劉
敬
・
叔
孫
通
列
伝
に
言
う
、
「
故
言
斬
将
拳
旗
之
士
。
」
な
お
、
こ
れ
に
対
す
る
正
義
の
解
釈
「
抜
取
敵
人
之
旗
」
は
、
当
時
の
諸
注

の
う
ち
、
『
史
記
集
解
』
に
引
く
「
瑾
日
、
抜
取
日
楽
」
、
お
よ
び
『
漢
書
』
叔
孫
通
伝
の
顔
注
「
拳
、
抜
取
」
が
最
も
近
い
。

(
5
)

以
上
の
正
義
全
文
、
『
爾
雅
」
釈
言
「
宅
、
拳
也
」
の
邪
疏
は
、
後
半
部
に
若
干
の
修
改
を
加
え
て
、
こ
れ
を
借
用
し
て
い
る
。

窃
寃
淑
女
、
鍾
鼓
楽
之
。

窃
究
た
る
淑
女
は
、
鍾
鼓
も
て
之
れ
を
楽
し
む
。

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、

〔
毛
伝
〕
徳
盛
者
、
宜
有
鍾
鼓
之
楽
。

徳
盛
ん
な
る
者
は
、
宜
し
く
鍾
鼓
の
楽
有
る
べ
し
。

〔
鄭
箋
〕
琴
碧
在
堂
、
鍾
鼓
在
庭
。
言
共
存
菜
之
時
、
上
下
之
楽
皆
作
、
盛
其
礼
也
。そ

な

が

く

お

こ

存
菜
を
共
ふ
る
の
時
、
上
下
の
楽
皆
作
り
て
、
其
の
礼
を
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女
」
た
ち
を
賛
美
し
た
こ
と
に
な
っ
た
ま
で
で
あ
る
。

る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

（
「
淑
女
」
た
ち
が
后
妃
を
助
け
て
）
秤
菜
を
（
神
に
）
供
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

0

0

い
た

(
1
)

琴
翡
以
て
詠
ず
れ
ば
、
祖
考
来
た
り
格
る
。

と
あ
り
、
や
が
て
つ
づ
い
て
、

と
う

0

下
は
管
と
錢
鼓
。
（
孔
伝
「
堂
下
の
楽
な
り
。
」
）

と
あ
っ
て
、
「
琴
悲
」
は
上
の
方
に
位
置
し
、
「
賤
鼓
」

こ
の
詩
篇
は
、
「
后
妃
」
が

（
ふ
り
つ
づ
み
）
は
下
の
方
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、

と
あ
る
の
は
、
「
鍾
鼓
」
が
（
階
下
の
）
前
庭
に
位
置
し
て
い
た
証
拠
だ
か
ら
で
あ
る
。

で
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
賛
美
し
て
い
る
が
、
「
す
で
に
存
菜
を
摘
み
取
り
選
別
も
終
え
て
、

演
奏
さ
れ
て
、

た
ち
（
一
二
夫
人
・
九
娘
）
を
り
っ
ぱ
に
感
化
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
共
に
后
妃
の
祭
事
を
楽
し
ん

宗
廟
を
祭
る
際
、
堂
上
・
階
下
の
音
楽
が

こ
の
淑
女
た
ち
が
（
后
妃
と
）
共
に
す
る
祭
礼
を
盛
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
」
。

「
淑
女
」

頌
鍾
は
西
階
の
西
に
在
り
。
笙
鍾
は
東
階
の
東
に
在
り
。

礼
』
大
射
礼
に
、

も
ち
ろ
ん
音
楽
は
、

（
こ
の
音
楽
は
）
結
局
「
淑

0

0

 

0
 
0
 

0

0

0

0

0

 

0
 
0
 
0
 

注

(
1
)

こ
の
引
文
、
『
古
文
尚
書
』
で
は
「
益
稜
」
篇
に
「
憂
撃
嗚
球
、
拇
招
・
琴
琴
以
詠
、
祖
考
来
格
。

．．． 
下
管
賤
鼓
、
合
止
祝
敢
。
」
と
見
え
る
。
し

か
し
、
『
尚
書
正
義
』
の
解
釈
か
ら
推
す
と
、
こ
こ
の
正
義
の
引
用
は
、
か
な
り
便
宜
主
義
的
な
原
典
の
引
き
ち
ぎ
り
方
を
し
て
い
る
。

0

0

0

 

(
2
)

こ
の
引
文
、
『
儀
礼
』
大
射
儀
の
文
と
か
な
り
相
違
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
射
儀
に
言
う
、
「
楽
人
、
宿
縣
子
昨
階
東
、
笙
磐
西
面
、
其
南
笙

鍾
°
・
・
・
・
・
・
西
階
之
西
、
頌
碧
東
面
、
其
南
（
頌
）
鍾
。

．．．．．． 
」
そ
の
鄭
注
に
よ
れ
ば
、
西
方
に
置
く
鍾
磐
は
い
ず
れ
も
「
頌
」
と
称
す
る
が
、
こ
の

大
射
儀
正
文
の
「
鍾
」
に
「
頌
」
字
を
冠
し
て
い
な
い
の
は
、
省
文
だ
と
言
う
。

神
を
対
象
に
す

ま
た
「
儀
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周
南
関
誰
詰
訓
伝
正
義
訳
注
（
三
）
（
岡
村
）

「
句
」
は
、
必
ず
（
一
字
一
字
の
）
文
字
を
つ
ら
ね
て
表
現
す
る
。

が
出
現
し
た
。
『
論
語
』
顔
淵
篇
の
注
に
、

言
」
は
）
い
ず
れ
も
一
句
を
一
言
と
称
し
た
の
で
あ
る
。

年
の
文
に
は
、

と
言
っ
て
い
る
。

「
関
雖
」
五
章
、
章
四
句
。
故
言
三
章
、

〔
正
義
〕
往
古
か
ら
「
篇
」
「
章
」
と
い
う
名
称
は
あ
っ
て
、
詩
の
様
式
と
同
時
に
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
商
頌
「
那
」

(

2

)

0

ま
っ
た

(
3
)

の
序
に
「
商
頌
十
二
篇
を
得
た
り
」
と
言
い
、
幽
風
「
東
山
」
の
序
に
「
一
章
は
其
の
完
う
せ
し
を
言
ふ
」
と
言
っ
て
い
る
の
が
、
そ
の

証
拠
だ
か
ら
で
あ
る
。

『
詩
』
三
百
、

と
あ
る
の
が
、

そ
れ
で
あ
る
。

一
章
、
章
四
句
、
二
章
、
章
八
句
。

だ
と
す
れ
ば
、
「
思
ひ
邪
無
し
」

局
（
区
切
る
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

「
句
」
の
方
は
、
往
古
に
は
、
こ
れ
を
「
言
」
と
称
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
『
論
語
』
為
政
篇
に
は
、

よ
こ
し
ま

一
言
以
て
之
れ
を
蔽
へ
ば
、
日
く
「
思
ひ
邪
無
し
」
と
。

「
句
」

と
い
う
名
称

と
い
う
一
句
を
「
一
言
」
と
称
し
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
『
春
秋
左
氏
伝
』
定
公
十

臣
（
馳
赤
）
の
業
は
、
「
揚
之
水
」
（
『
詩
』
唐
風
）
卒
章
の
四
言
に
在
り
。

と
言
っ
て
い
る
が
、
（
こ
の
「
四
言
」
は
）
そ
の
詩
篇
の
第
四
句
「
敢
へ
て
人
に
告
げ
ず
」
を
指
す
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
じ
春
秋
時
代
、

晋
の
趙
簡
子
は
「
鄭
の
子
大
叔
が
私
に
九
言
（
九
旬
の
戒
め
）
を
残
し
て
く
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
（
『
左
氏
伝
』
定
公
四
年
）
、
（
こ
の
「
九

（
と
こ
ろ
が
）
秦
．
漠
こ
の
か
た
、
多
く
の
学
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
訓
詰
の
学
を
や
り
は
じ
め
、

0

(

5

)

 

此
れ
、
「
我
行
其
野
」
（
『
詩
』
小
雅
の
篇
名
）
の
句
な
り
。

「句」

と
は
、(

6
)
 

ね
て
（
「
句
」
ご
と
に
）
境
界
を
分
け
る
こ
と
は
、
詩
文
表
現
を
区
切
る
方
法
で
あ
る
。

や
っ
と
始
め
て

文
字
を
つ
ら
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「
章
」
と
は
、
明
（
明
ら
か
に
す
る
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
内
容
を
統
括
し
て
―
つ
の
ま
と
ま
っ
た
表
現
形
態
に
す
る
こ
と
は
、

(
7
)
 

者
の
）
思
想
心
情
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
で
あ
る
。

「
篇
」
と
は
、
循
（
行
き
わ
た
ら
せ
る
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

れ
を
わ
か
り
や
す
く
且
つ
す
み
ず
み
ま
で
行
き
わ
た
ら
せ
た
作
品
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
文
字
の
使
用
法
は
（
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
て
）
、

築
室
於
道
謀
」
（
小
雅
「
小
曼
」
）
．

「
七
月
」
）
．

つ
ま
り
思
想
心
情
を
表
出
し
、
言
わ
ん
と
す
る
事
柄
を
布
陳
し
て
、
そ

（
関
関
た
る
唯
鳩
）
の
類
で
あ
る
。

が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
関
関
唯
鳩
」

あ
る
。
例
え
ば
「
者
」
「
乎
」
「
而
」
「
只
」
「
且
」
の
類
で
あ
る
。

「
句
」
と
い
う
も
の
は
、
か
か
る
文
字
を
つ
ら
ね
て
表
現
を
す
る
の
だ
。
だ
と
す
れ
ば
、

(
8
)
 

で
あ
る
。
（
特
に
）
詩
と
い
う
も
の
は
志
を
開
陳
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

で
き
な
い
か
ら
、

一
字
だ
け
で
は
、
表
現
が
萎
縮
し
て
し
ま
っ
て
ぴ
っ
た
り
と
表
現

そ
れ
で

r
詩
』
が
一
句
を
表
示
す
る
場
合
、
少
な
く
と
も
二
字
を
下
ら
な
い
。
つ
ま
り
（
そ
の
二
字
句
の
例
は
）
「
祈
父
」

（
小
雅
「
祈
父
」
）
・
「
肇
薩
」
（
周
頌
「
維
清
」
）
の
類
で
あ
る
。
三
字
句
の
例
は
、
「
緩
万
邦
、
婁
豊
年
」
（
周
頌
「
桓
」
）
の
類
で
あ
る
。
四
字

句
の
例
は
、
「
関
関
誰
鳩
」
「
窃
究
淑
女
」
（
周
南
「
関
誰
」
）
の
類
で
あ
る
。
五
字
句
の
例
は
、
「
誰
謂
雀
無
角
、
何
以
穿
我
屋
」
（
召
南
「
行

露
」
）
の
類
で
あ
る
。
六
字
句
の
例
は
、
「
昔
者
先
王
受
命
、
有
如
召
公
之
臣
」
（
大
雅
「
召
畏
」
）
の
類
で
あ
る
。
七
字
句
の
例
は
、
「
如
彼

「
尚
之
以
環
華
乎
而
」
（
斉
風
「
著
」
）
の
類
で
あ
る
。
八
字
句
の
例
は
、
「
十
月
銹
婢
入
我
抹
下
」

「
我
不
敢
妓
我
友
自
逸
」
（
小
雅
「
十
月
之
交
」
）
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

そ
れ
以
上
、
九
字
旬
・
十
字
旬
の
例
が
全
く
見
当
た
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
ー
—
,
、
（
そ
の
例
外
と
し
て
）
西
晋
の
摯
虞
（
？
ー
三
二
）

の
『
文
章
流
別
論
』
に

fo) 

『
詩
』
に
九
言
な
る
者
あ
り
。
（
大
雅
「
洞
酌
」
篇
の
）
「
洞
酌
彼
行
療
把
彼
注
弦
」
、
是
れ
な
り
。

と
言
っ
て
は
い
る
。
（
し
か
し
）
あ
ま
ね
く
『
詩
」
の
諸
本
を
点
検
し
て
み
て
も
、
す
べ
て
「
洞
酌
三
章
、
章
五
旬
」
と
書
い
て
い
る
。
だ

（
圃
風

一
字
だ
け
で
は
「
句
」
を
作
り
出
せ
な
い
の

あ
る
時
に
は
全
部
実
字
を
取
り
込
ん
で
―
つ
の
概
念
を
作
り
出
す
場
合

ま
た
あ
る
時
に
は
、
虚
辞
を
借
り
て
表
現
の
補
助
に
す
る
場
合
が （作
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和
し
、

周
南
関
誰
詰
訓
伝
正
義
訳
注
（
三
）
（
岡
村
）

と
す
れ
ば
、
（
諸
本
は
）
こ
の
九
言
を

そ
の
著
『
庭
詰
』
に
お
い
て
、

『
詩
』
の
体
、
本
ミ
九
言
な
る
者
無
し
。
将
ら
く
は
声
度
（
リ
ズ
ム
）
閾
緩
に
し
て
、
金
石
（
音
楽
）
に
協
せ
ざ
る
に
由
る
な
り
。

(12) 

（
従
っ
て
）
仲
治
（
摯
虞
の
字
）
の
意
見
は
、
な
お
信
頼
す
る
に
足
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。

一
句
の
文
字
の
数
は
、

と
言
っ
て
い
る
。

四
言
が
多
き
を
占
め
る
。

た
だ
（
一
句
に
）
二
字
・
三
字
な
い
し
七
字
・
八
字
を
用
い
た
の
は
、
恐
ら
く
、
言

葉
に
出
し
て
思
想
心
情
を
開
陳
す
る
場
合
、
ひ
た
す
ら
自
由
に
変
化
の
赴
く
に
ま
か
出
、
又
そ
れ
ら
の
詩
句
を
楽
器
に
乗
せ
た
場
合
も
、

(14) 

そ
れ
ぞ
れ
す
べ
て
精
彩
あ
る
リ
ズ
ム
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
由
る
た
め
で
あ
る
。

詩
の
基
本
的
形
態
は
、
必
ず
押
韻
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
あ
る
。

に
違
反
し
た
事
例
が
あ
る
の
は
、
古
人
の
韻
が
（
現
在
の
韻
と
）
合
わ
な
か
っ
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
「
之
」
「
合
」
「
突
」
「
也
」
の
類
は
、
も
と
も
と
こ
れ
ら
の
字
を
採
用
し
て
虚
辞
に
使
っ
た
だ
け
な
の
で
、
（
こ
れ
ら
の
虚
辞
は
）

た
し
か
に
旬
中
に
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
で
実
質
的
な
意
味
を
表
現
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
末
尾
に
置
い
た
旬
の
場

合
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
字
の
上
字
を
韻
字
に
す
る
。
例
え
ば
、
「
之
」
字
の
場
合
は
、
「
左
右
流
之
」
「
粛
窪
求
之
」
（
周
南
「
関
誰
」
）
の
類

で
あ
る
。
「
分
」
字
の
場
合
は
、
「
其
実
七
合
」
「
途
其
吉
分
」
（
召
南
「
擦
有
梅
」
）
の
類
で
あ
る
。
「
突
」
字
の
場
合
は
、
「
顔
之
厚
突
」
「
出

自
口
突
」
（
小
雅
「
巧
言
」
）
の
類
で
あ
る
。
「
也
」
字
の
場
合
は
、
「
何
其
処
也
」
「
必
有
与
也
」
（
邸
風
「
施
丘
」
）
の
類
で
あ
る
。
（
そ
の
他
）

(16) 

(

1

5

)

0

 

.

.

 

斉
風
「
著
」
篇
の
「
侯
我
子
著
乎
而
」
．
魏
風
「
伐
檀
」
篇
の
「
ロ
ロ
ロ
且
漣
狩
」
等
の
類
は
、
こ
れ
ら
の
事
例
す
べ
て
虚
字
の
上
字
を

韻
字
と
し
、
（
虚
字
は
）
実
質
的
な
意
味
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
間
の
意
向
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
、
詩
を
作
る
手
法
も
同
様
で
は
な
い
。
が
、

（
そ
こ
で
）

（
現
在
の
人
が
見
た
場
合
）
『
詩
』
中
の
詩
篇
で
こ
の
原
則

音
曲
が
楽
器
の
音
色
に
呼
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、
詩
句
を
助
け
る
虚
字
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
、
押
韻
の

実
体
（
韻
字
）
に
充
当
す
る
事
例
も
出
現
し
て
く
る
。
こ
の
方
の
事
例
は
、
「
彼
人
是
哉
、
子
日
何
其
」
（
魏
風
「
園
有
桃
」
）
、
「
不
思
其
反
、

（
一
句
と
見
な
い
で
）
二
句
と
見
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
詩
を
作
る
以
上
）
必
ず
声
韻
が
調

南
朝
宋
の
顔
延
之
（
三
八
四
ー
四
五
六
）
は
、
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に
、
『
詩
」

の
国
風
・
大
小
雅
は
、

反
是
不
思
、
亦
已
焉
哉
」
（
衛
風
「
唄
」
）
、
「
是
究
是
図
、
齋
其
然
乎
」
（
小
雅
「
常
椋
」
）
、
「
其
虚
其
徐
、

が
、
そ
れ
で
あ
る
。

「
章
」
と
い
う
も
の
は
、
「
旬
」

(17) 

を
積
み
重
ね
て
作
る
も
の
で
、

よ
う
と
す
る
場
合
、
（
そ
の
物
事
に
は
）
必
ず
多
い
少
な
い
が
あ
る
は
ず
で
あ
り
、

ま
た
「
章
」
は
―
つ
の
あ
る
概
念
を
（
一
段
に
）
ま
と
め

(18) 

る
も
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
作
者
の
意
向
か
全
部
出
し
つ
く
さ
れ
る
の
を
持
っ
て
始
め
て
出
来
上
が
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
旬
」
を
積
み
重
ね
て
「
章
」
を
作
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
旬
だ
け
で
は
不
適
当
で
あ
っ
て
、
ま
ず
二
旬
あ
れ
ば
一
章
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
。
例
え
ば
、
斉
風
「
応
令
」
（
三
年
早
全
部
）
、
お
よ
び
小
雅
「
魚
麗
」
の
下
三
章
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
一
章
三
旬
は
、
周
南
「
麟
之

秦
風
「
渭
陽
」
の
類
が
、

そ
の
一
章
多
旬
の
例
と
し
て
は
、
周
頌
「
載
交
」
の
三
十
一
旬
、
魯
頌
「
閾

宮
」
の
第
一
―
―
章
一
＿
＿
十
八
旬
。
こ
れ
以
上
、
超
過
は
し
な
い
の
で
あ
る
。

「
篇
」
の
大
小
は
、
「
章
」
の
多
少
に
従
う
。
国
風
・
大
小
雅
の
中
で
、
少
な
く
と
も
二
章
以
上
の
詩
篇
は
、
つ
ま
り
召
南
「
駒
虞
」
．

そ
れ
で
あ
る
。
が
、
多
く
て
も
た
か
だ
か
十
六
章
以
下
で
あ
っ
て
、
小
雅
「
正
月
」
（
十
三
章
）
・
大
雅
「
桑
柔
」

た
だ
周
頌
の
一
―
-
＋
一
篇
、

そ
れ
で
あ
る
。

お
よ
び
商
頌
の
「
那
」
「
烈
祖
」
「
玄
烏
」
三
篇
だ
け
が
、

人
間
社
会
の
出
来
事
を
順
序
だ
て
て
詠
じ
た
も
の
で
、
過
失
を
風
刺
し
勲
功
を
評
価
し
、
そ
の
創
作

(19) 

意
図
は
（
邪
悪
を
）
正
し
救
う
こ
と
に
あ
る
の
で
、
た
っ
た
一
章
だ
け
で
は
意
を
尽
く
さ
ず
、
章
を
重
ね
て
繰
り
返
し
繰
り
返
し
（
自
分
の

心
情
を
）
開
陳
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
国
風
・
大
小
雅
の
詩
篇
に
は
、
た
だ
一
章
だ
け
の
作
品
が
な
い
の
で
あ
る
。
（
こ
れ
に
対
し
て
）
頌
と

(20)

（

21) 

い
う
も
の
は
、
世
は
太
平
で
王
徳
が
行
き
わ
た
っ
て
い
た
時
の
歌
謡
で
、
王
室
の
功
業
成
就
を
述
べ
て
神
霊
に
報
告
し
た
も
の
な
の
で
、

卒
直
に
詠
じ
て
自
分
の
意
志
を
そ
の
ま
ま
詩
歌
に
作
り
、
必
ず
し
も
繰
り
返
し
言
葉
を
重
ね
る
必
要
が
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、

章
だ
け
で
終
っ
た
の
で
あ
る
。

（
十
六
章
）
の
類
が
、

そ
れ
で
あ
る
。

趾
」

．
召
南
「
甘
棠
」
「
駿
虞
」
の
類
か
、

い
ず
れ
も
一
篇
一
章
で
あ
る
理
由
は
ー
ー
_
‘
思
う

旬
数
に
制
限
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

た
だ
の
一

そ
の
作
者
が
物
事
を
開
陳
し

゜

既
巫
只
且
」
（
認
風
「
北
風
」
）
の
類
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周
南
関
誰
詰
訓
伝
正
義
訳
注
（
三
）
（
岡
村
）

た
功
業
に
大
小
の
差
が
あ
っ
て
、

に
は
及
ば
ず
、

魯
頌
の
各
篇
だ
け
が
一
章
で
な
い
理
由
は
、
魯
頌
は
、
魯
の
倍
公
（
在
位
、
前
六
五
九
ー
六
二
七
）

に
告
げ
た
祭
祀
歌
謡
で
は
な
い
。

殷
の
高
宗
（
殷
王
武
丁
）

発
」
「
殷
武
」

下
は
、

雅
と
）
同
様
に
、
繰
り
返
し
て
数
章
を
重
ね
た
の
で
あ
る
。

（
つ
ま
り
）
こ
の
魯
頌
だ
け
は
、

は
一
人
で
あ
る
の
に
、

(22) 

が
数
章
を
重
ね
て
い
る
理
由
は
、

ま
た
周

（
草
の
色
を
「
黄
」
「
玄
」
と
言
う
よ
う
に
） 「長

の
事
績
を
賛
美
し
た
も
の
で
、

功
業
を
評
価
し
君
徳
を
ほ
め
た
た
え
た
詩
歌
な
の
で
、

（
魯
の
倍
公
の
）
り
っ
ぱ
な
徳
が

（
そ
の
高
宗
を
祀
っ
た
）

（
周
王
・
商
王
と
）
同
じ
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、

（
真
の
意
味
で
の
）
魯
頌
は
、
実
は
制
作
す
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
「
頌
」
の
形
態
が
同
一
で
な
い
の
で
あ
る
。

「
玄
鳥
」
が
一
篇
一
章
で
あ
り
、

も
し
か
す
る
と
詩
人
の
創
作
意
図
が
、
詩
を
作
る
場
合
に
よ
っ
て
同
じ
で
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
武
丁
（
殷
の
高
宗
）
の
徳
が
、
上
は
（
「
那
」
と
い
う
一
章
だ
け
の
頌
歌
を
も
っ
て
祀
ら
れ
た
）
殷
王
朝
の
始
祖
湯
王

さ
ら
に
一
方
（
す
べ
て
数
章
の
頌
歌
ば
か
り
で
賛
美
さ
れ
た
）
魯
の
倍
公
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

（
と
に
か
く
）
高
宗
武
丁
の
至
徳
を
評
価
し
た
頌
歌
（
「
玄
鳥
」
）
は
、
太
平
の
世
を
賛
美
し
た
頌
歌
（
周
頌
）
に
等
し
く
、
高
宗
武
丁
の
祖
廟

を
た
た
え
述
べ
た
頌
歌
（
「
長
発
」
「
股
武
」
）
は
、
君
主
の
功
業
を
評
価
し
た
頌
歌
（
魯
頌
）
に
等
し
い
。

（
同
じ
く
高
宗
を
祀
っ
た
）

（
だ
と
す
れ
ば
）
高
宗
が
な
し
と
げ

(23) 

そ
の
詩
篇
の
詠
じ
方
に
も
優
劣
の
差
が
出
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(24) 

「
章
」
を
設
け
る
際
の
手
法
は
、
そ
の
形
態
が
一
定
し
て
い
な
い
。
あ
る
場
合
に
は
、
幾
章
も
（
相
異
な
る
表
現
を
）
重
ね
て
、
共
に
同

一
の
事
柄
を
述
べ
る
、
例
え
ば
召
南
「
采
頻
」
の
類
が
あ
り
、
あ
る
場
合
に
は
、
同
一
の
事
柄
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
繰
り
返
し
畳
詠
し
て

数
章
に
す
る
、
例
え
ば
召
南
「
廿
棠
」
の
類
も
あ
る
。
ま
た
あ
る
場
合
に
は
、
各
章
の
最
初
の
部
分
は
同
じ
表
現
だ
が
末
尾
の
部
分
が
相

異
な
る
、
例
え
ば
圏
風
「
東
山
」
の
類
が
あ
り
、
あ
る
場
合
に
は
、
各
章
の
最
初
の
部
分
は
相
異
な
る
表
現
だ
が
末
尾
の
部
分
が
同
一
に

（
各
章
）
詠
ず
る
事
柄
の
相
違
に
従
っ
て
歌
詠
表
現
を
変
え
て
い
る
。

な
る
、
例
え
ば
周
南
「
漢
広
」
の
類
も
あ
る
。
ま
た
あ
る
場
合
に
は
、
行
事
が
終
わ
っ
て
も
更
に
（
自
分
の
心
情
を
）
繰
り
返
し
述
べ
る
、

例
え
ば
大
雅
「
既
酔
」
の
類
が
あ
り
、
あ
る
場
合
に
は
、
数
章
が
重
な
っ
て
い
て
も
（
各
章
）
詠
む
事
柄
が
相
異
な
る
、
例
え
ば
圏
風
「
鵡

鵠
」
の
類
も
あ
る
。
ま
た
小
雅
「
何
草
不
黄
」
は
、
（
各
章
）
時
節
の
移
り
変
わ
り
に
つ
れ
て

色
彩
表
現
を
改
め
て
い
る
し
、
大
雅
「
文
王
有
声
」
は
、

（
国
風
・
大
小

神
霊
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篇
の
「
賓
之
初
筵
」

（
賓
の
初
め
て
筵
す
る
や
）

一
篇
の
中
に
数
章
あ
っ
て
、
各
章
ご
と
の
句
数
が
多
か
っ
た
り
少
な
か
っ
た
り
し
て
一
様
で
な
い
事
例
が
あ
っ
た
り
、

数
句
あ
っ
て
、
各
句
ご
と
の
字
数
が
多
か
っ
た
り
少
な
か
っ
た
り
し
て
一
様
で
な
い
場
合
が
あ
っ
た
り
す
る
。

て
詩
人
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
自
分
の
思
想
心
情
を
詠
出
し
た
た
め
に
、

圃
風
「
東
山
」
篇
の
序
で
は

そ
れ
で
（
章
を
設
け
た
際
の
）
形
態
に
一
定
の
原
則
が
な
い
の
で
あ

(25) 

「
一
章
」
「
二
章
」
「
三
章
」
「
四
章
」
と
言
い
、

で
い
な
い
の
に
、
後
世
『
左
伝
』
に
な
る
と
「
（
附
風
）
『
七
月
』
の
卒
章
」
（
昭
公
四
年
）
、
「
（
唐
風
）
『
揚
之
水
』

（
定
公
十
年
）
と
言
っ
て
い
る
理
由
は
|
ー
,
、
「
東
山
」
篇
は
、
各
章
の
創
作
意
図
を
分
け
れ
ば
、
第
一
章
よ
り
始
ま
っ
て
第
四
章
で
終
わ

る
。
（
こ
の
よ
う
に
、
「
四
章
」
は
「
一
章
」
「
二
章
」
「
三
章
」
と
並
列
す
る
も
の
）
だ
か
ら
、
「
卒
章
」

(26〉

は
終
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、

「
卒
」
と
言
う
用
語
は
、
「
始
」
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
従
っ
て
）

章
と
い
う
意
味
だ
か
ら
で
あ
る
。

末
尾
の
章
（
第
四
章
）
を
称
し
て

（
「
卒
章
」
と
は
）

一
篇
の
詩
を
終
結
す
る

一
篇
の
最
終
の
章
が
「
卒
章
」
で
あ
る
な
ら
ば
、

鄭
玄
が
『
礼
記
』
細
衣
篇
（
「
賢
を
好
む
こ
と
『
細
衣
』
の
如
し
」
）
に
注
し
て
、

の
章
は
「
首
章
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

0

0

 

衣
』
の
首
章
」
と
言
っ
て
い
る
の
が
、
そ
の
証
拠
だ
か
ら
で
あ
る
。

も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
「
卒
」
と
言
う
用
語
は
、
「
首
」
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
周
頌
「
武
」
篇
は
唯
だ
一
章
だ

お

な

ん

ぢ

け
な
の
に
、
『
左
伝
」
宣
公
十
二
年
の
文
に
、
「
（
周
の
武
王
）
『
武
』
篇
を
作
り
、
其
の
卒
章
に
日
く
、
習
い
て
爾
の
功
を
定
む
。
」
と
言
っ

〇

〇

〔

28）

て
い
る
理
由
は
、
所
謂
「
誉
い
て
爾
の
功
を
定
む
」
一
句
が
、
こ
の
章
の
卒
旬
（
最
後
の
一
旬
）
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

0

0

 

ま
た
『
周
礼
』
春
官
「
大
司
楽
」
の
鄭
注
に
、
「
『
駒
虞
』
は
楽
章
の
名
。
召
南
の
卒
章
に
在
り
」
と
言
っ
て
い
る
が
、

対
し
て
）

『
左
伝
」
が
「
卒
章
」
と
言
っ
た
の
は
、

「卒」

こ
こ
に
所
謂

一
篇
の
最
初

「
（
鄭
風
）
『
福

と
は
言
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（
こ
れ
に

さ
ら
に
は

「
卒
章
」
と
は
呼
ん

0

0

 

の
卒
章
」

る。

（
以
上
の
諸
現
象
は
）
す
べ

ま、
，＇ 

一
章
の
中
に

一
句
は
、

ふ

い

南
「
茉
首
」
篇
の
「
采
采
茉
官
」
（
採
れ
採
れ
お
お
ば
こ
）
一
句
は
、
同
じ
一
章
の
中
で
二
回
も
使
わ
れ
て
い
る
し
、

小
雅
「
賓
之
初
筵
」

三
章
目
に
な
っ
て
始
め
て
も
う
一
回
突
然
に
出
て
く
る
。
ま
た
あ
る
場
合
に
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周
南
関
誰
詰
訓
伝
正
義
訳
注
（
三
）
（
岡
村
）

ビ

と

。

。

（
往
昔
に
は
）
未
だ
今
の
若
き
伝
訓
（
毛
伝
の
訓
詰
）
．
章
句
有
ら
ず
。
（
侠
文
）

と
言
う
。
（
だ
と
す
れ
ば
）
「
伝
訓
」
が
作
ら
れ
た
こ
ろ
か
ら
、
始
め
て
（
詩
篇
の
）
「
章
」
「
句
」
を
弁
別
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
明
ら

（
こ
の
「
章
」
「
旬
」
表
示
は
）
毛
氏
が
（
毛
伝
と
共
に
）
そ
の
場
で
す
ぐ
に
書
き
記
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
毛
氏
よ
り
後
の
人
の
手
に

注

(
1
)

こ
の
語
、
原
文
は
「
詩
證
」
に
作
る
。
こ
の
「
證
」
字
に
つ
い
て
、
玩
元
『
校
勘
記
』
に
は
「
案
證
当
作
髄
。
形
近
之
調
」
と
言
う
。
宜
し
く
従

う
べ
き
で
あ
る
。
正
義
下
文
の
「
詩
證
本
無
九
言
者
」
の
場
合
も
ま
た
同
じ
。

0

0

 

0
 
0
 
0

0

 

(
2
)

『
詩
』
商
頌
「
那
」
序
に
言
う
、
「
那
、
祀
成
湯
也
。
微
子
至
戴
公
、
其
間
、
礼
楽
廃
壊
。
有
正
考
甫
者
、
得
商
頌
十
二
篇
於
周
之
大
師
、
以
那

為
首
。
」

(
3
)

『
詩
』
繭
風
「
東
山
」
序
に
言
う
、
「
東
山
、
周
公
東
征
也
。
周
公
東
征
、
三
年
而
帰
、
労
帰
士
。
大
夫
美
之
、
故
作
是
詩
也
。
一
章
、
言
其
完

也
。
二
章
、
言
其
思
也
。
三
章
、
言
其
室
家
之
望
女
也
。
四
章
、
楽
男
女
之
得
及
時
也
。
…
・
:
」

(
4
)

『
左
伝
』
定
公
四
年
の
文
に
は
、
晋
の
趙
簡
子
が
、
す
で
に
死
ん
だ
鄭
の
子
大
叔
を
偲
び
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
、
九
旬
の
訓
戒
を
披
露
し
て
い

る。

0

0

 

0
 
0
 

夫
子
（
子
大
叔
）
、
語
我
九
言
。
日
「
無
始
乱
。
無
枯
富
。
無
特
寵
。
無
違
同
。
無
敷
礼
。
無
騎
能
。
無
復
怒
。
無
謀
非
徳
。
無
犯
非
義
。
」

な
お
、
正
義
に
引
く
趙
簡
子
の
語
は
、
い
わ
ば
意
訳
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
て
、
原
典
と
は
表
現
が
若
干
異
な
る
。
「
趙
簡
子
称
」
と
あ
る
所
以
で

あ
る
。
「
称
」
は
、
お
お
む
ね
原
典
の
文
章
を
要
約
し
て
引
用
す
る
場
合
に
用
い
る
。

0

0

0

 

0
 

0
 
0
 
0
 
0
 

(
5
)

『
論
語
』
顔
淵
篇
「
子
日
、

．．． 
誠
不
以
富
、
亦
祇
以
異
」
に
対
す
る
注
。
正
義
引
文
が
誰
の
注
か
未
詳
。
清
の
孔
広
林
輯
『
通
徳
遺
書
所
見
録
』

巻
四
七
（
論
語
注
）
で
は
、
後
漠
の
鄭
玄
(
―
二
七
ー
ニ

0
0
)
の
『
論
語
注
』
侠
文
と
し
て
い
る
が
、
恐
ら
く
誤
り
で
あ
ろ
う
。
『
論
語
』
の
こ

か
か
っ
た
の
か
、
今
も
っ
て
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

か
だ
。

の
『
六
芸
論
』
に
は
、

0

0

 

「
召
南
の
卒
章
」
と
は
、
正
に
召
南
（
十
四
篇
）
の
卒
篇
（
最
後
の
詩
篇
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
卒
篇
を
「
章
」
と
称
し
て
い
る
理
由
は
、

(29) 

0
 
0
 

「
駒
虞
」
篇
を
採
択
し
て
楽
章
（
音
楽
に
合
わ
せ
て
歌
う
歌
詞
）
と
し
た
の
で
、
「
召
南
の
卒
章
に
在
り
」
と
言
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
定
本
』
（
貞
観
四
年
、
顔
師
古
奉
勅
校
）
は
、

こ
の
「
章
」
「
句
」
表
示
が
一
篇
の
後
に
あ
る
。
（
こ
の
「
章
」
「
句
」
表
示
に
つ
い
て
）
鄭
玄
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0

0

0

0

0

 

0
 
0
 
0
 

の
二
旬
、
『
詩
』
小
雅
「
我
打
其
野
」
第
三
章
に
、
「
我
行
其
野
、
言
采
其
菖
。
不
思
伯
姻
、
求
溺
新
特
。
成
不
以
富
、
亦
祇
以
異
」
と
見
え
る
。

(
6
)

『
文
心
離
龍
』
章
旬
篇
に
―
↓
―

ICT

う
、
「
夫
設
情
有
宅
、
懺
―
―
―
口
有
位
。
宅
情
日
彰
‘
位
言
日
伽
°
故
彰
和
、
野
距
゜
伽
寄
‘
応
炉
゜
翫
↓
孟
者
、
恥
{
T
O
以

分
境
。
明
情
者
、
総
義
以
包
体
。
区
診
相
異
、
而
衝
路
交
通
突
。
」

(
7
)

前
注

(
6
)
を
見
よ
。

(
8
)

『
詩
」
大
序
に
言
う
、
「
詩
者
、
志
之
所
之
也
。
在
心
為
志
、
発
言
為
詩
。
」

(
9
)

こ
の
一
＿
旬
、
現
行
『
詩
』
大
雅
「
召
曼
」
卒
章
で
は
、
「
昔
先
王
受
命
、
有
如
召
公
。
日
辟
国
百
里
、
今
也
日
楚
国
百
里
」
に
作
り
、
正
義
引
文

と
甚
だ
異
な
る
。
こ
の
正
義
引
文
は
、
恐
ら
く
初
唐
の
こ
ろ
の
異
本
に
拠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
説
は
、
「
召
曼
」
の
玩
元
『
校
勘
記
」
に
詳
し
い
。

(10)

摯
虞
『
又
章
流
別
論
』
の
こ
の
文
、
ま
た
『
芸
文
類
楽
』
巻
五
六
（
雑
文
部
―
-
、
賦
）
に
も
見
え
る
。

(11)

顔
延
之
の
こ
の
文
、
ま
た
『
太
平
御
覧
』
巻
五
八
六
（
文
部
―
-
、
詩
）
に
も
『
庭
諮
』
の
文
の
一
部
と
し
て
引
か
れ
、
「
閾
緩
」
（
ゆ
っ
た
り
）
を

「
闘
誕
」
（
し
ま
り
が
な
い
）
に
作
る
。
な
お
、
『
庭
詰
」
の
引
文
は
こ
こ
ま
で
で
あ
っ
て
、
次
の
「
仲
恰
之
言
」
以
下
ま
で
は
つ
つ
か
な
い
。
『
御

覧
』
の
引
用
文
か
ら
推
し
て
、
無
理
だ
か
ら
で
あ
る
。

(12)

「
仲
治
」
、
原
文
は
誤
っ
て
「
仲
冶
」
に
作
る
。
形
似
に
よ
る
誤
写
。
す
で
に
山
井
鼎
（
一
六
九
0

|

―
七
二
八
）
が
『
七
経
孟
子
考
文
』
で
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
冶
」
は
当
に
「
治
」
に
作
る
べ
き
で
あ
る
。
（
玩
元
「
校
勘
記
』
引
）

(13)

こ
の
一
旬
、
原
文
は
「
唯
変
所
適
」
に
作
る
。
『
易
』
繋
辞
伝
（
下
）
に
言
う
、
「
易
之
為
害
也
、
不
可
遠
。
為
道
也
、
版
遷
。
変
動
不
居
、
周
流

0

0

 

0
 
0
 

六
虚
。
上
下
無
常
、
陽
柔
相
易
。
不
可
為
典
要
、
唯
変
所
適
。
」

0
 
0
 

0

0

 

(14)

こ
の
一
句
、
原
文
は
「
倶
得
成
文
故
也
」
に
作
る
。
『
詩
』
大
序
に
言
う
、
「
情
発
於
声
、
声
成
文
。
謂
之
音
。
」

(15)

「
著
」
字
、
原
文
は
「
乎
者
」
二
字
に
作
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
意
味
が
全
く
通
じ
な
い
。
原
文
「
乎
者
」
二
字
は
、
恐
ら
く
「
著
」
字
が
｀

伝
写
の
際
に
誤
っ
て
上
下
二
字
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
上
字
の
「
i

」
か
「
乎
」
に
誤
写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
説
は
玩
元
『
校
勘
記
』
に
見
え
る
。

(16)

こ
の
一
旬
、
原
文
は
「
伐
檀
且
漣
猜
之
篇
」
に
作
る
。
思
う
に
、
「
筒
」
字
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
山
井
鼎
は
、
そ
の
手
沢

閃
本
『
毛
詩
正
義
』
（
前
出
）
に
、
自
筆
を
も
っ
て
「
篇
、
恐
類
字
」
と
校
記
を
書
き
入
れ
て
い
る
。
宜
し
く
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
、
改
め
て

こ
れ
を
訳
す
。

0

0

0

0

0

 

(17)

『
文
心
離
龍
』
章
旬
篇
に
言
う
、
「
夫
人
之
立
言
、
因
字
而
生
句
、
積
句
而
成
章
、
積
章
而
成
篇
。
」

0
 
0
 
0
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

(18)

同
じ
く
章
旬
篇
に
言
う
、
「
句
司
数
字
、
待
相
接
以
為
用
、
章
総
一
義
、
須
意
窮
而
成
体
。
」

0

0

 

0
 
0
 

O
 
0
 

(19)

後
漢
の
鄭
玄
『
詩
譜
』
序
に
言
う
、
「
何
者
、
綸
功
頌
徳
、
所
以
将
順
其
美
、
刺
過
磯
失
、
所
以
匡
救
其
悪
。
」
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周
南
関
誰
詰
訓
伝
正
義
訳
注
（
三
）
（
岡
村
）

従
来
私
が
発
表
し
て
き
た
「
詩
譜
序
正
義
訳
注
」
（
昭
和
五
七
年
刊
『
文
学
研
究
』
第
七
九
輯
）
・
「
周
南
召
南
譜
正

（
昭
和
五
八
年
刊
『
文
学
研
究
』
第
八
〇
輯
）
・
「
周
南
関
誰
詰
訓
伝
正
義
訳
注
（
一
）
」
（
昭
和
五
九
年
刊
『
文
学
研
究
』
第
八
一
輯
）
．

「
周
南
関
雌
詰
訓
伝
正
義
訳
注
（
二
）
」
（
昭
和
六

0
年
刊
『
文
学
研
究
』
第
八
二
輯
）
に
つ
づ
く
研
究
成
果
で
あ
っ
て
、

義
訳
注
」

〔
附
記
〕

本
稿
は
、

前
稿
と
同
様
、
私
が

0

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

(20)

同
じ
く
『
詩
譜
』
周
頌
譜
に
言
う
、
「
周
頌
者
、
周
室
成
功
、
致
太
平
徳
治
之
詩
。
」

(21)

『
詩
』
大
序
に
言
う
、
「
頌
者
、
美
盛
徳
之
形
容
、
以
其
成
功
告
於
神
明
者
也
。
」

0

0

0

0

 

(22)

『
詩
』
商
頌
「
玄
烏
」
序
に
言
う
、
「
玄
鳥
、
祀
高
宗
也
。
」
一
章
二
十
二
旬
。
ま
た
同
じ
く
「
殷
武
」
序
に
言
う
、
「
殷
武
、
祀
高
宗
也
。
」

章
。
た
だ
、
「
長
発
」
序
だ
け
は
「
長
発
、
大
諦
也
」
と
言
っ
て
、
高
宗
の
名
が
見
え
な
い
が
、
そ
の
正
義
に
は
次
の
ご
と
く
言
う
。

0
 
0
 
0
 
0
 

『
経
』
無
高
宗
之
事
、
而
為
高
宗
之
頌
者
、
以
高
宗
諦
祭
得
礼
、
因
（
詩
人
）
美
之
、
而
為
此
頌
。
故
為
高
宗
之
詩
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
孔
穎
逹
等
は
、
こ
の
「
長
発
」
を
、
高
宗
を
頌
し
た
詩
と
確
信
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
長
発
」
七
章
。

(23)

こ
の
二
旬
、
原
文
は
「
明
成
功
有
大
小
、
其
篇
詠
有
優
劣
乎
」
に
作
る
。
是
で
あ
る
。
「
乎
」
字
、
通
行
の
テ
キ
ス
ト
は
誤
っ
て
「
采
」
に
作
る

が
、
こ
れ
で
は
意
味
か
全
く
通
じ
な
い
。
恐
ら
く
は
形
似
に
よ
る
誤
写
で
あ
ろ
う
。0

0

0

 

(24)

こ
の
一
旬
、
原
文
は
「
不
常
厭
体
」
に
作
る
。
『
書
」
盤
庚
（
上
）
に
所
謂
「
不
常
歎
邑
」
を
擬
し
た
表
現
か
。

(25)

注

(
3
)
参
照
。

(26)

『
爾
雅
』
釈
詰
（
下
）
に
言
う
、
「
求
・
酋
・
在
・
卒
・
就
、
終
也
。
」

0

0

0

0

 

(27)

『
礼
記
』
縦
衣
篇
に
言
う
、
「
子
日
、
好
賢
如
細
衣
。
」
そ
の
鄭
注
に
言
う
、
「
細
衣
首
章
日
『
細
衣
之
宜
分
、
赦
予
又
改
為
分
。
適
子
之
館
令
、

遠
子
授
子
之
榮
分
。
』
言
此
衣
細
衣
者
、
賢
者
也
。
宜
長
為
国
君
。
其
衣
献
、
我
願
改
製
、
授
之
以
新
衣
。
是
其
好
賢
、
欲
其
貴
之
甚
也
。
」

(28)

『
詩
」
周
頌
「
武
」
は
、
一
章
七
旬
。
そ
の
詩
に
言
う
、
「
於
皇
武
王
、
無
競
維
烈
。
允
文
文
王
、
克
開
歎
後
。
嗣
武
受
之
、
勝
股
過
劉
。
者
定

0

0

 

爾
功
。
」

0

0

 

(29)

こ
の
一
旬
、
原
文
は
「
乗
上
馳
虞
為
楽
章
」
に
作
る
。
「
乗
上
」
は
二
字
一
語
の
他
動
詞
で
あ
る
ら
し
い
が
、
寡
聞
に
し
て
そ
の
用
例
を
全
く
知

ら
な
い
。
今
、
文
脈
か
ら
推
し
て
仮
り
に
「
採
択
す
る
」
意
に
解
し
て
お
く
。
侯
考
。

（
一
九
八
五
•
一
―
•
五
稿
）

六
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主
宰
す
る
九
州
大
学
の
大
学
院
輪
読
会
に
お
い
て
、
中
国
文
学
の
若
い
研
究
者
た
ち
が
順
次
ま
と
め
上
げ
た
訳
注
稿
に
対
し
、

私
娘
逐
一
そ
れ
に
添
削
補
訂
の
筆
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
『
周
南
関
唯
詰
訓
伝
巻
一
」
の
う
ち
、
本
稿
に
収
載
し
た
部
分
の
解
読
を
担
当
し
、

悦
子
君
（
現
九
州
大
学
文
学
部
助
手
）
•
宮
野
直
也
君
（
現
東
福
岡
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
）
で
あ
る
。
ま
た
終
始
こ
の
輪
読
会
に
参
加
し
て
、
随

時
有
益
な
助
言
を
し
て
い
た
だ
い
た
協
力
者
は
、
佐
賀
大
学
の
高
橋
繁
樹
助
教
授
、
当
時
九
州
大
学
助
手
で
あ
っ
た
藤
井
良
雄
君

岡
教
育
大
学
助
教
授
）
で
あ
る
。
併
せ
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。

（
現
福

お
よ
び
修
士
課
程
に
あ
っ
た
牧
角

こ
の
ほ
ど

そ
の
克
明
な
訳
注
稿
の
撰
述
に
当
た
っ
た
研

究
者
は
、
当
時
大
学
院
博
士
課
程
に
あ
っ
た
愛
甲
弘
志
君
（
現
京
都
女
子
大
学
文
学
部
講
師
）
・
西
村
秀
人
君
（
現
広
島
文
教
女
子
大
学
文
学
部
助

教
授
）
•
福
満
正
博
君
（
現
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
講
師
）
、
甲
斐
膀
二
君
（
現
福
岡
大
学
人
文
学
部
講
師
）
、
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